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みらいをつくるば特  集

　　～タグライン・ロゴマークが決定しました～～タグライン・ロゴマークが決定しました～
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み
ら
い
に
〝
フ
ォ
ー
カ
ス
〞

み
ら
い
に
〝
フ
ォ
ー
カ
ス
〞

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

活
動
の
旗
印
が
決
定

　
今
後
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の

旗
印
と
な
る
ロ
ゴ
マ
ー
ク
と
タ
グ
ラ
イ
ン
を

「
み
ら
い
を
つ
く
る
ば　

つ
く
ば
み
ら
い
市
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

【特集】みらいをつくるば　‐タグラインとロゴマークが決定‐

　

市
制
施
行
記
念
の
日
で
あ
る
３
月
27
日
に
記
者

会
見
を
開
き
、報
道
各
社
に
向
け
片
庭
市
長
が「
み

ら
い
を
つ
く
る
ば　

つ
く
ば
み
ら
い
」
の
発
表
を

行
い
ま
し
た
。
記
者
会
見
に
は
、
こ
の
４
月
に
小

学
１
年
生
に
な
っ
た
市
内
在
住
の
子
ど
も
た
ち
４

人
が
登
場
。
子
ど
も
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
想
い
描
く

「
み
ら
い
の
つ
く
ば
み
ら
い
市
」
像
を
元
気
よ
く

発
表
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

片
庭
市
長
は
「
子

ど
も
か
ら
お
年
寄
り

ま
で
多
く
の
市
民
に

愛
さ
れ
る
ア
イ
コ
ン

が
で
き
た
。
今
後
は

市
内
外
の
イ
ベ
ン
ト

で
活
用
し
、
市
民
の

皆
さ
ん
自
身
が
当
市

の
魅
力
に
気
付
く

き
っ
か
け
に
な
れ

ば
」と
話
し
ま
し
た
。
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「みらいをつくるば　つくばみらい市」は、つく
ばみらい市に住む人々はいつも前向きに、自ら
でよりよい「みらい」をつくろうと暮らしてい
る、そうした人々のエネルギーにあふれるまち
を表現したものです。ロゴマークは、一人ひと
りがみらいを想像する様子を、指でフォーカス
する（焦点をあてる、着目する）ポーズで表現し、
「太陽のように明るいみらい」をイメージさせる
イエローでデザインしました。

ⓘタグラインって？

タグラインとは、企業やブランドのコンセプト
や主張を示すもので、ロゴマークに隣接して書
かれている言葉、その企業やブランドがどんな
価値を提供できるかを宣伝する言葉でもありま
す。また、時期やキャンペーン毎に変化する
キャッチコピーなどとは違い、普遍的で、中長
期的に変わらないものです。

決定したロゴマーク
　

少
子
高
齢
化
が
進
む
昨
今
、
日
本

の
人
口
は
減
少
の
一
途
を
た
ど
っ
て

い
ま
す
が
、
幸
い
に
し
て
当
市
は
現

在
、
人
口
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。

民
間
の
経
済
誌
が
毎
年
発
表
し
て
い

る
「
成
長
力
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
も
、

２
年
連
続
で
全
国
第
１
位
、
２
位
を

獲
得
す
る
な
ど
、
高
い
ポ
テ
ン
シ
ャ

ル
を
秘
め
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
当
市
も
ほ
か
の
多
く
の
自
治
体

同
様
、
将
来
的
に
は
人
口
が
減
少
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
市
と
し
て
も

危
機
感
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
移
住
・

定
住
の
促
進
を
目
的
に
、
シ
テ
ィ
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
を
強
く
推
進
し

て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
当
市
の
魅

力
を
「
ソ
ト
（
外
）」
に
発
信
す
る

こ
と
で
、
当
市
を
知
っ
て
も
ら
い
、

好
き
に
な
っ
て
も
ら
っ
て
、「
ナ
カ

（
中
）」
に
人
を
呼
び
込
も
う
と
い
う

も
の
で
す
。

　

事
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
昨
年
度

は
「
ま
ず
は
自
分
を
知
る
こ
と
」
を

テ
ー
マ
に
「
市
内
に
は
ど
ん
な
資
源

が
あ
る
の
か
、
眠
っ
た
ま
ま
の
も
の

が
ま
だ
あ
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い

う
立
場
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど

を
実
施
。
そ
れ
を
も
と
に
、
魅
力
の

分
析
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
の
魅
力
と
し
て
、

首
都
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
充
実
と
自
然

豊
か
な
環
境
が
共
存
し
て
い
る
こ
と

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
お
り
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
「
未
来
」
に
対
し
て
高
い

期
待
を
持
っ
て
暮
ら
し
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

「みらいをつくるば」のロゴマークは、さまざまな「“ みらい ” を
つくりだす可能性にあふれたモノ・人」に焦点をあてていきます。
市内外のイベントやツールとして使用し、市外の方には「当市を
知るキッカケに」、市内の方には「当市の魅力に気づくキッカケに」
してほしいと考えています。
　今後、さらなる移住・定住の促進を目的として、今回のロゴマー
クをもとに、さまざまな施策を展開していきます。その第１弾「シ
ティプロモーション×広報つくばみらい」として、本紙の裏表紙
に市民の皆さんも参加できる新たな企画を掲載しています。ぜひ、
ご覧ください！

今後の展開

▲ロゴマークをかたどったフォトフレーム。
今後さまざまなイベントに登場予定。

問 伊奈庁舎みらいまちづくり課　☎58‐ 2111（内線1205）

決定したタグライン

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
っ
て

こ
ん
な
こ
と

　

今
回
、
タ
グ
ラ
イ
ン
を
決
め
る
に

あ
た
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
の
が

「
移
・
食
・
住
」
で
す
。【
移
】：
都

心
か
ら
の
移
動
が
便
利
で
あ
る
と
い

う
点
、【
食
】：
地
元
産
の
食
材
が
安

心
し
て
楽
し
め
る
と
い
う
点
、【
住
】：

恵
ま
れ
た
住
環
境
が
広
が
っ
て
い
る

と
い
う
点
、
こ
の
「
移
・
食
・
住
」

に
満
足
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
市
民

は
自
分
た
ち
で
未
来
を
つ
く
っ
て
い

こ
う
と
す
る
「
未
来
志
向
」
を
持
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、「
一
人
ひ

と
り
が
み
ら
い
を
つ
く
り
出
せ
る
ま

ち
」
が
市
の
魅
力
と
も
言
え
る
の
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
「
市
民
が
持
つ
未
来
志

向
」
を
踏
ま
え
、
市
の
タ
グ
ラ
イ
ン

と
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
決
定
し
ま
し
た
。

移
・
食
・
住
が
か
な
う
ま
ち
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そ
の
ほ
か
、
市
内
の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

と
連
携
し
、
交
流
人
口
の
増
加
や
移

住
へ
の
き
っ
か
け
づ
く
り
を
行
う
た

め
の
「
都
市
農
村
交
流
事
業
」
や
、

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
を
図
る
た
め

の「
総
合
運
動
公
園
の
多
目
的
広
場
・

駐
車
場
の
整
備
」
を
引
き
続
き
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

平
成
平
成
2929
年
度
予
算
が
決
定

年
度
予
算
が
決
定

定
住
促
進
の
た
め
の
事
業

●
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
の
策
定

　

地
域
公
共
交
通
の
さ
ら
な
る
充
実

を
図
る
た
め
地
域
特
性
や
移
動
実
態

を
把
握
し
、
地
域
全
体
を
踏
ま
え
た

鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
公

共
交
通
体
系
を
構
築
す
る
た
め
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

●
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の

推
進

　

平
成
28
年
度
に
策
定
し
た
「
シ

テ
ィ
ー
セ
ー
ル
ス
プ
ラ
ン
」
に
基
づ

き
、
各
種
事
業
を
実
施
し
、
移
住
・

定
住
を
促
進
し
て
い
き
ま
す
。

29 年度予算特集

　

当
市
に
は
、
人
口
が
増
加
し
て
い
る
地
域
と
人
口
が
減
少
し
て
い

　

当
市
に
は
、
人
口
が
増
加
し
て
い
る
地
域
と
人
口
が
減
少
し
て
い

る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
減
少
に
転
じ
る
と
予
想
し
て
お

る
地
域
が
あ
り
ま
す
。
将
来
的
に
は
減
少
に
転
じ
る
と
予
想
し
て
お

り
、
市
の
将
来
の
人
口
に
対
し
て
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

り
、
市
の
将
来
の
人
口
に
対
し
て
強
い
危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
、
若
者
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
が
、
地
域
に
魅
力
を

　

そ
の
た
め
に
、
若
者
を
は
じ
め
と
す
る
市
民
が
、
地
域
に
魅
力
を

感
じ
、
希
望
を
持
っ
て
結
婚
し
て
家
庭
を
持
ち
、
安
心
し
て
子
ど
も

感
じ
、
希
望
を
持
っ
て
結
婚
し
て
家
庭
を
持
ち
、
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

を
生
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
平
成

　

そ
こ
で
平
成
2929
年
度
は
、「
市
内
の
子
ど
も
が
成
長
し
て
、
市
内

年
度
は
、「
市
内
の
子
ど
も
が
成
長
し
て
、
市
内

で
家
庭
を
持
つ
好
循
環
」
の
基
礎
を
築
く
た
め
の
「
定
住
促
進
」「
子

で
家
庭
を
持
つ
好
循
環
」
の
基
礎
を
築
く
た
め
の
「
定
住
促
進
」「
子

育
て
支
援
・
結
婚
支
援
」、「
経
済
の
活
性
化
」
な
ど
の
事
業
に
重
点

育
て
支
援
・
結
婚
支
援
」、「
経
済
の
活
性
化
」
な
ど
の
事
業
に
重
点

を
置
い
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

を
置
い
た
予
算
編
成
を
行
い
ま
し
た
。子

育
て
支
援
・
結
婚
支
援
の

た
め
の
事
業

●「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置

　

昨
今
、
自
治
体
に
よ
る
「
妊
娠
か

ら
出
産
・
育
児
・
子
ど
も
の
就
学
ま

で
」
の
切
れ
目
の
な
い
一
貫
し
た
取

り
組
み
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

当
市
で
も
、
子
育
て
支
援
は
最
重

要
施
策
の
一
つ
で
す
の
で
、「
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
、

新
た
に
設
置
し
、
妊
娠
期
か
ら
子
育

て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
の
な
い
支
援

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
で
、
子
育
て

支
援
を
さ
ら
に
強
化
し
ま
す
。

　

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
支
援
を
必
要
と
す
る
妊
産

婦
や
子
育
て
中
の
保
護
者
な
ど
に
、

個
々
に
応
じ
た
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成

や
情
報
の
提
供
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
包
括
的
な
支
援
も
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　

加
え
て
、
育
児
不
安
な
ど
を
抱
え

る
母
親
の
元
に
助
産
師
が
訪
問
し
、

ま
た
は
デ
イ
ケ
ア
施
設
で
育
児
相
談

な
ど
を
行
う
「
産
後
ケ
ア
事
業
」
を

新
た
に
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
産
前
産
後
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
と
し
て
、
生
後
１
カ
月
か
ら
６

カ
月
児
と
保
護
者
を
対
象
に
、
育
児

教
室
を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

●
結
婚
支
援

　

カ
ッ
プ
ル
成
立
者
や
成
婚
者
が
増

経
済
の
活
性
化
に
関
す
る
事
業

●
創
業
支
援
事
業
計
画
の
策
定　

　

産
業
の
活
性
化
お
よ
び
振
興
を
図

る
た
め
、
新
た
に
「
創
業
支
援
事
業

計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

こ
の
計
画
は
、「
産
業
競
争
力
強

化
法
」に
基
づ
き
事
業
の「
創
業
期
」、

「
成
長
期
」、「
成
熟
期
」、「
停
滞
期
」

と
い
っ
た
事
業
の
発
展
段
階
に
合
わ

せ
た
支
援
策
に
よ
り
、
産
業
競
争
力

を
強
化
し
ま
す
。

●
創
業
支
援
事
業

　

起
業
を
志
す
方
を
対
象
に
し
た
相

談
窓
口
を
市
役
所
内
に
設
け
、
商
工

会
や
地
域
金
融
機
関
な
ど
が
行
っ
て

い
る
支
援
策
を
紹
介
し
ま
す
。

●
福
岡
地
区
工
業
用
地
整
備
事
業

　

今
年
度
は
、
事
業
を
さ
ら
に
進
め

る
た
め
、
地
区
界
測
量
業
務
な
ど
を

行
い
、
都
市
計
画
決
定
手
続
き
な
ど

を
実
施
し
ま
す
。

え
る
こ
と
を
目
指
し
「
嫁
に
来
な
い

か
事
業
」を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
、
新
婚
夫
婦
を
経
済
的
に
支

援
す
る
と
と
も
に
、
未
婚
者
を
結
婚

へ
と
後
押
し
す
る
「
結
婚
新
生
活
支

援
事
業
」も
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
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新年度 一般会計予算
209億9,024万 2千円

会計名 平成 29 年度（当初予算） 平成 28 年度（当初予算） 比較 増減率（％）
一般会計 209 億 9,024 万 2 千円 215 億 9,730 万円 ▲ 6億 705 万 8千円 ▲ 2.8

特
別
会
計

国民健康保険 59 億 1,622 万 2 千円 59 億 773 万 4千円 848 万 8千円 0.1
後期高齢者医療保険 4億 4,499 万 8 千円 4億 1,236 万 3 千円 3,263 万 5 千円 7.9
介護保険 33 億 4,622 万 1 千円 32 億 2,842 万 9 千円 1億 1,779 万 2 千円 3.6
公共下水道事業 11 億 9,401 万円 11 億 4,198 万円 5,203 万円 4.6
農業集落排水事業 3億 3,892 万 1 千円 4億 3,378 万 5 千円 ▲ 9,486 万 4 千円 ▲ 21.9
市営分譲住宅 4,202 万 2 千円 4,171 万 5 千円 30 万 7千円 0.7
特別会計合計 112 億 8,239 万 4 千円 111 億 6,600 万 6 千円 1億 1,638 万 8 千円 1.0
合計 322 億 7,263 万 6 千円 327 億 6,330 万 6 千円 ▲ 4 億 9,067 万円 ▲ 1.5

水
道
事
業

収益的収入 15 億 1,210 万円 15 億 222 万 7千円 987 万 3千円 0.7
収益的支出 13 億 5,656 万 2 千円 13 億 2,387 万 5 千円 3,268 万 7 千円 2.5
資本的収入 11 億 3,968 万 8 千円 7億 2,121 万 5 千円 4億 1,847 万 3 千円 58.0
資本的支出 17 億 1,131 万 5 千円 15 億 3,471 万 9 千円 1億 7,659 万 6 千円 11.5

【会計別予算総括表】

　

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
の
規

模
は
、
２
０
９
億
９
０
２
４
万
２
千

円
で
、
前
年
度
の
当
初
予
算
２
１
５

億
９
７
３
０
万
円
と
対
比
す
る
と

２
・
８
％
の
減
と
な
り
ま
す
が
、
過

去
最
高
の
前
年
度
に
次
ぐ
、
２
番
目

の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　

特
別
会
計
で
は
、
社
会
保
障
に
係

る
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
・
介
護
保
険

特
別
会
計
は
前
年
度
よ
り
増
額
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
施
設
の
更

新
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
か
ら
、
前

年
度
よ
り
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

は
、
三
島
地
区
整
備
が
終
了
に
近
づ

い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
よ
り

減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
営
分
譲
住
宅
特
別
会
計
は
、
前

年
度
と
ほ
ぼ
同
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
事
業
会
計
で
は
、
久

保
浄
水
場
の
更
新
工
事
な
ど
を
実
施

す
る
た
め
資
本
的
支
出
が
前
年
度
よ

り
大
き
く
増
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
は

過
去
２
番
目
の
規
模　

平成29年度の一般会計歳出額を、平成
29年３月末現在の人口5万1,122人で
割ったおおよその金額です。一人あたり　41万591円

  総務費
38,201円

  民生費
125,791円

  衛生費
21,811円

農林水産業費
　14,054円

  土木費
51,440円

  消防費
17,165円

  教育費
102,726円

  公債費
31,716円

  その他
 7,687円

市役所管理などの費用 福祉、子育て支援
などの費用

健康診断、ごみ処理、
放射能対策などの費用

農業振興などの費用 道路、公園、都市計画
などの費用 消防、防災などの費用

学校、公民館、図書館
などの費用

借入金（市債）の
返済金

議会運営、商工振興
などの費用

市民一人の歳出額
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一般会計　歳入

歳　入
209億

  9,024万2千円

依存財源 101億6,763万9千円　48.4％
国・県から交付されるお金や借入金など

市債  10.6％
22億2,900万円（▲40.4％）

市税   35.8％
75億463万6千円（2.3％）

自主財源 108億2,260万3千円　51.6％
皆さんから納めていただいた税金など

※(　)内は、対前年度増減率

地方交付税など   17.9％
37億6,090万円（▲0.2％）

分担金・負担金および使用料
・手数料   2.0％
4億2,492万4千円（▲2.2％）

国・県支出金   19.9％
41億7,773万9千円（8.4％）

一般会計　歳出（性質別）

名　称名　称 金　額金　額 対前年度対前年度
増減率増減率

人件費 31億7,589万8千円 ▲0.4%

物件費 47億7,597万8千円 14.9%

維持補修費 1億633万1千円 ▲17.3%

扶助費 25億637万円 2.2%

補助費等 24億5,057万2千円 ▲5.6%
普通建設
事業費 35億8,462万6千円 ▲27.9%

災害復旧
事業費 1千円 ▲50.0%

公債費 16億2,137万4千円 3.5%

積立金 6,356万2千円 ▲28.5%

投資および
出資金 4,368万7千円 716.1%

貸付金 2,052万2千円 ▲1.4%

繰出金 26億1,132万1千円 ▲2.7%

予備費 3,000万円 100.0%

合計 209億9,024万2千円 ▲2.8%

一般会計　歳出（目的別）

歳　出

総務費  9.3％  19億5,292万1千円（▲20.3％）
庁舎などの財産管理、統計調査、戸籍の管理
などの経費

民生費  30.7％　
64億3,069万6千円（3.7％）
子育て支援、福祉の充実など
の経費

その他  1.3％   2億7,068万1千円（▲3.0％）
議会費や予備費などの経費

農林水産業費  3.4％　7億1,847万4千円
（▲6.7％）農業の振興などの経費

公債費  7.7％　16億2,137万6千円
（3.5％）市の借入金である市債の
返済などの経費

教育費  25.0％
52億5,157万4千円
（▲1.8％）学校教育、
生涯学習、文化・スポー
ツの振興などの経費 209億

9,024万2千円

商工費  0.6％　1億2,230万円（4.7％）
商工業、観光の振興などの経費

消防費  4.2％　8億7,748万5千円（0.6％）
火災の予防、防災対策などの経費

衛生費  5.3％　11億1,504万3千円
（3.1％）疾病予防、環境保全、
ごみ処理などの経費

その他（寄附金・繰越金など） 13.8％
28億9,304万3千円（17.3%）

土木費  12.5％　26億2,969万2千円
（▲9.8％）道路、公園整備などの経費

※(　)内は、対前年度増減率
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【
総
務
費
】

○
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
策
定

業
務
（
新
規
）

　

１
１
５
５
万
１
千
円

▼
地
域
全
体
を
踏
ま
え
た
公
共
交
通

　

体
系
の
構
築
を
図
る
た
め
の
計
画

　

を
策
定
し
ま
す
。

○
福
岡
地
区
工
業
用
地
整
備
事
業

（
継
続
）

　

１
９
３
１
万
５
千
円

▼
福
岡
地
区
の
工
業
用
地
整
備
（
約

　

32
㏊
）
を
進
め
る
た
め
に
、
地
区

　

界
の
測
量
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
三
世
代
同
居
・
近
居
住
宅
支
援
事
業

（
継
続
）

　

１
２
０
０
万
円

▼
市
外
か
ら
の
移
住
・
定
住
を
促
進

　

す
る
た
め
新
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
な

　

ど
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
助
成

　

し
ま
す
。

○
高
齢
者
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援

事
業
（
新
規
）

　

50
万
円

▼
自
主
的
に
運
転
免
許
を
返
納
し
た

　

た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
対
し
、

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、
デ
マ
ン
ド

　

乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
回
数
券
を

　

交
付
し
ま
す
。

○
防
犯
灯
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
事
業
（
新
規
）

　

２
６
４
９
万
円

▼
平
成
29
年
度
か
ら
３
年
間
で
、
約

　

３
６
０
０
灯
の
蛍
光
灯
型
防
犯
灯

　

を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
に
切
り
替
え
ま
す
。

【
民
生
費
】

○
伊
奈
第
２
保
育
所
耐
震
化
事
業

（
新
規
）

　

１
億
３
５
３
５
万
８
千
円

▼
耐
震
基
準
が
国
の
基
準
値
を
下
回

　

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
耐
震
補
強
改

　

修
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

○
母
子
家
庭
等
高
等
職
業
訓
練
促
進

等
給
付
事
業
（
継
続
）

　

１
２
０
万
円

▼
ひ
と
り
親
家
庭
の
経
済
的
自
立
を

　

促
す
た
め
、
就
業
に
結
び
つ
き
や

　

す
い
資
格
取
得
の
際
に
給
付
金
を

　

支
給
し
ま
す
。

○
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
（
継
続
）

　

72
万
円

▼
基
準
に
該
当
す
る
新
婚
世
帯
に
対

　

し
、
住
居
費
お
よ
び
引
越
費
用
の

　

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

【
衛
生
費
】

○
子
育
て
世
代
包
括
支
援
事
業（
新
規
）

　

８
０
６
１
万
５
千
円

▼
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る

　

ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
実
施

　

し
ま
す
。

○
子
宮
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
市
独
自

無
料
ク
ー
ポ
ン
事
業
（
新
規
）

　

64
万
２
千
円

▼
子
宮
が
ん
の
25
歳
・
30
歳
お
よ
び

　

乳
が
ん
の
40
歳
の
超
音
波
検
診
を

　

市
独
自
事
業
と
し
て
実
施
し
ま
す
。

【
農
林
水
産
業
費
】

○
み
ら
い
プ
レ
ミ
ア
ム
共
同
調
査
研

究
事
業
（
新
規
）

　

４
０
０
万
円

▼
市
認
証
特
産
品
み
ら
い
プ
レ
ミ
ア

　

ム
の
ブ
ラ
ン
ド
化
と
販
路
拡
大
方

　

法
な
ど
を
共
同
で
研
究
し
ま
す
。

【
商
工
費
】

○
創
業
支
援
事
業
（
新
規
）

　

３
０
０
万
円

▼
産
業
の
活
性
化
お
よ
び
振
興
を
図

　

る
た
め
、
本
市
で
創
業
す
る
方
へ

　

の
支
援
を
実
施
し
ま
す
。　

【
土
木
費
】

○「
歩
道
の
な
い
道
路
は
道
路
で
な
い
」

事
業
（
拡
大
）

　

１
億
１
３
４
１
万
５
千
円

▼
長
期
計
画
に
位
置
付
け
て
い
る
市

　

道
１
‐
33
号
線
（
福
田
〜
長
渡
呂

　

新
田
）
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

○
民
間
賃
貸
住
宅
家
賃
補
助
事
業

（
新
規
）

　

１
２
０
万
円

▼
市
営
住
宅
の
戸
数
を
確
保
す
る
た

　

め
、
民
間
賃
貸
住
宅
を
活
用
し
、

　

そ
の
家
賃
の
一
部
補
助
を
実
施
し

　

ま
す
。

【
教
育
費
】

○
富
士
見
ヶ
丘
小
学
校
建
設
事
業

（
継
続
）

　

20
億
５
０
０
６
万
３
千
円

▼
平
成
30
年
４
月
開
校
に
向
け
、
引

　

き
続
き
建
設
工
事
を
行
い
ま
す
。

○
富
士
見
ヶ
丘
小
児
童
ク
ラ
ブ
建
設

事
業
（
継
続
）

　

１
億
５
７
７
２
万
５
千
円

▼
小
学
校
開
校
に
併
せ
て
児
童
ク
ラ

　

ブ
を
建
設
し
ま
す
。

○
総
合
運
動
公
園
多
目
的
広
場
整
備

事
業
（
継
続
）

　

１
億
９
３
９
６
万
８
千
円

【
歳
入
】

▼
市
税
…
市
民
の
皆
さ
ん
に
納
め
て

　

い
た
だ
く
税
金
で
す
（
市
民
税
、

　

固
定
資
産
税
な
ど
）。

▼
分
担
金
・
負
担
金
…
保
育
料
や
児

　

童
ク
ラ
ブ
の
負
担
金
な
ど
で
す
。

▼
使
用
料
・
手
数
料
…
市
営
住
宅
の

　

使
用
料
、社
会
福
祉
施
設
使
用
料
、

　

体
育
施
設
の
使
用
料
な
ど
で
す
。

▼
そ
の
他
…
寄
附
金
、
繰
入
金
、
繰

　

越
金
、そ
の
他
の
収
入
な
ど
で
す
。

　

こ
の
繰
入
金
や
繰
越
金
と
は
、
基

　

金
（
預
貯
金
）
の
取
り
崩
し
、
前

　

年
度
か
ら
の
繰
越
金
で
す
。

▼
地
方
交
付
税
…
標
準
的
な
財
政
運

　

営
に
必
要
と
さ
れ
る
経
費（
人
口
、

　

面
積
、
道
路
の
延
長
な
ど
を
基
準

　

に
算
出
）
に
基
づ
き
、
国
か
ら
交

　

付
さ
れ
る
お
金
で
す

▼
国
・
県
支
出
金
…
道
路
整
備
・
教

　

育
施
設
整
備
な
ど
に
対
す
る
国
・

  【
用 

語 

解 

説
】

　

県
か
ら
の
補
助
金
な
ど
で
す
。

▼
市
債
…
地
方
公
共
団
体
（
市
）
が

　

行
う
事
業
で
、
特
に
大
き
な
事
業

　

を
実
施
す
る
場
合
な
ど
に
、
必
要

　

な
財
源
を
調
達
す
る
た
め
に
借
り

　

入
れ
る
お
金
で
す
。

【
歳
出
】

▼
人
件
費
…
議
会
議
員
の
報
酬
や
職

　

員
の
給
与
な
ど
で
す
。

▼
物
件
費
…
賃
金
、
需
用
費
、
委
託

　

料
な
ど
消
費
的
性
質
の
お
金
で
す
。

▼
扶
助
費
…
社
会
保
障
制
度
の
一
環

　

と
し
て
、
高
齢
者
、
児
童
、
障
が

　

い
を
持
っ
て
い
る
方
な
ど
に
対
し

　

て
支
援
を
行
う
お
金
で
す
。

▼
補
助
費
等
…
市
か
ら
他
の
団
体
な

　

ど
に
行
政
上
の
目
的
か
ら
支
払
う

　

お
金
で
す
。

▼
普
通
建
設
事
業
費
…
道
路
や
公
共

　

施
設
の
新
増
設
に
必
要
と
さ
れ
る

　

お
金
で
す
。

▼
公
債
費
…
市
の
借
入
金
の
返
済
に

　

充
て
る
お
金
で
す
。

▼
３
カ
年
を
か
け
て
、
拡
張
工
事

　
（
多
目
的
広
場
・
駐
車
場
）
を
行

　

い
ま
す
。

○
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

（
拡
大
）

　

１
億
２
０
２
９
万
６
千
円

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
４
カ
所

　

一
括
で
、
指
定
管
理
者
制
度
を
導

　

入
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

　

図
り
ま
す
。

一
般
会
計
の
主
な
事
業

29 年度予算特集
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手続き・お知らせ

問 

健
康
増
進
課
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）  

☎
25
‐
２
１
０
０

健　康

医
療
用
ウ
ィ
ッ
グ
購
入
費
を
助
成
し
ま
す

　

市
で
は
、
が
ん
治
療
を
受
け
て

い
る
方
の
社
会
参
加
を
応
援
す
る

た
め
、
平
成
29
年
４
月
１
日
以
降

に
購
入
し
た
「
全
頭
用
医
療
用

ウ
ィ
ッ
グ
」
の
購
入
費
用
を
一
部

助
成
し
ま
す
。

▼
対
象
者
＝
助
成
の
対
象
と
な
る
方

　

は
、
次
の
①
②
の
両
方
に
該
当
す

　

る
方
で
す
。

①
が
ん
治
療
の
副
作
用
に
対
処
す
る

　

た
め
に
、
全
頭
用
ウ
ィ
ッ
グ
を
購

　

入
し
た
方
で
、
現
に
が
ん
治
療
を

　

受
け
て
い
る
方
ま
た
は
過
去
に
が

　

ん
治
療
を
受
け
て
い
た
方

②
全
頭
用
ウ
ィ
ッ
グ
を
購
入
し
た
日

　

か
ら
申
請
日
ま
で
、
市
内
に
住
民

　

票
が
あ
る
方

▼
助
成
額
＝
１
万
円
を
上
限
に
一
人

　

に
つ
き
1
回
限
り

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
健
康
増
進
課
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

健
康
増
進
課
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）  

☎
25
‐
２
１
０
０

健　康

骨
髄
移
植
の
ド
ナ
ー
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す

　

市
で
は
、
骨
髄
な
ど
の
移
植
を
必

要
と
し
て
い
る
方
を
一
人
で
も
多
く

救
う
た
め
、
４
月
１
日
か
ら
骨
髄
・

末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
し
た
方
（
ド

ナ
ー
）
に
対
し
、
休
業
な
ど
に
よ
る

経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
助
成

金
の
交
付
を
始
め
ま
し
た
。

▼
対
象
＝
助
成
の
対
象
と
な
る
方
は
、

　

次
の
①
〜
③
す
べ
て
に
該
当
す
る

　

方
で
す
。

①
市
内
在
住
の
方

②
日
本
骨
髄
バ
ン
ク
が
実
施
す
る
骨

　

髄
バ
ン
ク
事
業
で
、
骨
髄
ま
た
は

　

末
梢
血
幹
細
胞
を
提
供
し
た
方

③
ド
ナ
ー
休
暇
制
度
を
設
け
る
企
業

　

や
団
体
な
ど
に
所
属
し
て
い
な
い

　

方
ま
た
は
所
属
し
て
い
る
が
、
制

　

度
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

　

な
い
方

▼
助
成
額
＝
骨
髄
ま
た
は
末
梢
血
幹

　

細
胞
を
提
供
す
る
際
に
要
し
た
、

　

通
院
・
入
院
１
日
に
付
き
２
万
円

　
（
１
回
の
提
供
に
つ
き
14
万
円
を

　

上
限
と
す
る
）

※
申
請
方
法
な
ど
詳
し
い
内
容
に
つ

い
て
は
、
左
記
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

【
申
請
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
】

　

健
康
増
進
課　

☎
25
‐
２
１
０
０

【
ド
ナ
ー
登
録
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
】

　

日
本
骨
髄
バ
ン
ク　

☎
03
‐
５
２

８
０
‐
１
７
８
９

問 

伊
奈
庁
舎
み
ら
い
ま
ち
づ
く
り
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
２
０
５
）

お知らせ

三
世
代
同
居
・
近
居
を
始
め
る
方
に
助
成
金
を
交
付

三世代同居
などの種別

助成金の上限額

新築・購入 増改築・リフォーム

地元事業者 地元以外の
事業者 地元事業者 地元以外の

事業者
同居

（市内の同一住宅に居住） 100 万円 60 万円 70 万円 50 万円

近居
（同居以外で市内に居住） 80 万円 60 万円 60 万円 50 万円

■助成金額

※地元事業者：市内に本社・本店がある事業者

　

こ
の
事
業
は
、「
三
世
代
で
同
居

ま
た
は
近
居
」
を
始
め
る
「
三
世
代

家
族
（
親
・
子
・
孫
）」
に
対
し
て
、

「
住
宅
の
取
得
な
ど
（
新
築
・
購
入
・

増
改
築
・
リ
フ
ォ
ー
ム
）」
に
要
す

る
費
用
の
一
部
に
つ
い
て
助
成
金
を

交
付
す
る
も
の
で
す
。

※
申
請
で
き
る
期
間
は
、
転
入
日
か

ら
12
カ
月
以
内
か
つ
住
宅
の
取
得
な

ど
の
日
か
ら
４
カ
月
以
内
で
す
。

■
助
成
金
額

　
「
助
成
対
象
経
費
の
2
分
の
1
の

額
」
と
、
上
表
の
「
三
世
代
同
居
等

の
種
別
」
に
応
じ
た
「
助
成
金
の
上

限
額
」
の
い
ず
れ
か
低
い
方
の
額
と

な
り
ま
す
。

■
助
成
要
件

　

助
成
に
あ
た
っ
て
の
主
な
要
件
は

次
の
と
お
り
で
す
。
詳
し
く
は
、
み

ら
い
ま
ち
づ
く
り
課
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
親
世
帯
ま
た
は
子
世
帯
の
一
方
が

　

つ
く
ば
み
ら
い
市
に
継
続
し
て
1

　

年
以
上
居
住
し
て
い
る
こ
と
。

○
親
世
帯
ま
た
は
子
世
帯
の
一
方
が

　

市
外
に
１
年
以
上
居
住
し
、
転
入

　

の
日
が
平
成
28
年
4
月
１
日
以
降

　

で
あ
る
こ
と
。

○
18
歳
未
満
の
孫
が
い
る
こ
と
（
出

　

産
予
定
の
胎
児
を
含
む
）。

○
三
世
代
で
同
居
ま
た
は
近
居
を
３

　

年
以
上
継
続
す
る
見
込
み
が
あ
る

　

こ
と
。

○
住
宅
の
取
得
な
ど
の
日
が
、
平
成

　

28
年
4
月
1
日
以
降
で
あ
る
こ
と
。

今
いまがわ

川　和
かずひろ

宏さん
筒戸1749 ‐ 1
☎52 ‐ 2525

   相
あいじま

島　宏
ひろし

さん
下平柳828 ‐ 3
☎58‐ 0676

　

行
政
相
談
委
員
は
、「
め
ざ
そ
う　

住
み
よ
い　

ま
ち
づ
く
り
」
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
身

近
な
相
談
相
手
と
し
て
、
行
政
に
関

す
る
相
談
な
ど
を
受
け
付
け
、
そ
の

解
決
の
た
め
の
活
動
を
し
て
い
ま

す
。
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
例
え

ば
「
道
路
の
案
内
標
識
が
見
え
に
く

い
」「
通
学
路
に
横
断
歩
道
や
歩
道

を
作
っ
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
困
っ
て

い
る
こ
と
や
望
ん
で
い
る
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。
ご
相
談
は
、
無
料
・
秘
密

厳
守
で
す
。

　

行
政
相
談
は
、
よ
り
多
く
の
皆
さ

ん
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
よ

う
、
地
域
を
巡
回
し
て
行
い
ま
す
。

実
施
日
程
・
会
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、

広
報
紙
の
「
各
種
無
料
相
談
」
コ
ー

ナ
ー
で
毎
月
お
知
ら
せ
し
ま
す
の

で
、
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 
伊
奈
庁
舎
政
策
秘
書
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
１
１
０
２
）

相　談

行
政
相
談
委
員
を
紹
介
し
ま
す
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保
育
士
・
幼
稚
園
教
諭
の
再
就
職
を
支
援
し
ま
す

問 

谷
和
原
庁
舎
市
民
サ
ポ
ー
ト
課  

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
２
０
３
）

募　集

有
資
格
者
セ
ミ
ナ
ー
実
施
の
お
知
ら
せ

　

働
き
た
い
と
希
望
を
持
ち
つ
つ

も
、
育
児
や
引
越
し
な
ど
の
理
由
で

現
場
を
離
れ
た
こ
と
で
、
再
就
職
に

不
安
を
お
持
ち
の
有
資
格
者
の
方

に
、
復
習
の
場
を
提
供
す
る
１
日
だ

け
の
セ
ミ
ナ
ー
を
実
施
し
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
期
日
＝
①
…
６
月
19
日
㈪
／

　

②
…
８
月
10
日
㈭　

▼
時
間
＝
①
②
と
も
に
午
前
９
時
30

　

分
〜
午
後
３
時
30
分

▼
開
催
場
所
＝
谷
和
原
第
２
保
育
所

　
（
上
小
目
６
０
０
）

▼
実
施
内
容
＝
保
育
実
地
体
験

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
で
、
保
育
士

　

資
格
、
幼
稚
園
教
諭
免
許
を
持
っ

　

て
お
り
、
そ
の
資
格
・
免
許
を
活

　

か
し
て
再
就
職
を
希
望
す
る
方（
性

　

別
・
年
齢
不
問
）

▼
募
集
人
数
＝
各
日
程
５
人
ま
で

▼
一
時
保
育
あ
り
＝
お
子
さ
ん
が
い

問 

健
康
増
進
課
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）  

☎
25
‐
２
１
０
０

子育て

は
ぐ
は
ぐ
教
室
が
は
じ
ま
り
ま
す

　

市
で
は
、
生
後
１
カ
月
か
ら
６
カ

月
の
お
子
さ
ん
が
い
る
方
を
対
象
に

「
は
ぐ
は
ぐ
教
室
」
を
始
め
ま
す
。

育
児
を
し
て
い
て
、「
ほ
か
の
人
は

ど
う
し
て
る
の
か
な
？
」「
こ
ど
も

日時 内容

【第 1回】５月 29 日㈪
午前 10 時～ 11 時 30 分

①母乳・授乳相談（希望者）　②ふれあい遊び　
③保護者同士の交流　④保健師講話　⑤体重測定

【第２回】６月５日㈪
午前 10時～ 11 時 30 分

①ふれあい遊び　②簡単手作りおもちゃ作り　
③保護者同士の交流　④体重測定

【第３回】６月 29 日㈭
午前 10 時～正午

①こどもに起こりやすい事故の予防と手当・応急手当　
②体重測定　　
※テキスト代：52 円自己負担

■はぐはぐ教室≪日程≫

問 
伊
奈
庁
舎
こ
ど
も
福
祉
課 　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
４
２
０
６
）

子育て

子
育
て
の
「
コ
ツ
」
小
冊
子
に
し
ま
し
た

　

子
育
て
中
の
お
母
さ
ん
・
お
父
さ

ん
、
毎
日
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で
す
。

子
ど
も
は
か
わ
い
い
け
ど
、
し
つ
け

に
つ
い
て
は
い
つ
も
悩
ん
で
し
ま
う

…
と
い
っ
た
お
母
さ
ん
・
お
父
さ
ん

も
き
っ
と
多
い
は
ず
。

　

育
児
に
迷
っ
た
と
き
に
ち
ょ
っ
と

参
考
に
し
て
い
た
だ
け
た
ら
と
思

い
、家
庭
相
談
室
の
横よ
こ
し
ま嶋
相
談
員
が
、

今
ま
で
に
受
け
た
育
児
相
談
や
研
修

な
ど
で
学
ん
で
き
た
こ
と
を
、
小
冊

子
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

ご
希
望
の
方
に
は
、
市
内
の
子
育

て
支
援
室
で
小
冊
子
を
お
配
り
し
て

い
ま
す
。
左
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み

取
る
と
、
Ｐ
Ｄ
Ｆ

形
式
で
お
読
み
い

た
だ
け
ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
＝
申
込
用
紙
に
必

　

要
事
項
を
記
入
し
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

　

Ｘ
、
メ
ー
ル
、
ま
た
は
市
民
サ
ポ

　

ー
ト
課
ま
で
直
接
持
参
し
て
く
だ

　

さ
い
。
な
お
、
申
込
用
紙
は
市
役

　

所
お
よ
び
各
公
共
施
設
に
ご
用
意

　

し
て
い
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

　

ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

　

す
。

▼
申
込
期
限
＝
５
月
15
日
㈪

と
ど
ん
な
風
に
遊
ん
で
あ
げ
た
ら
い

い
の
だ
ろ
う
？
」
と
思
う
事
は
あ
り

ま
せ
ん
か
？

　

は
ぐ
は
ぐ
教
室
は
、
ふ
れ
あ
い

遊
び
や
交
流
を
中
心
と
し
た
全
3

回
の
教
室
で
す
。
こ
の
機
会
に
、

遊
び
方
や
近
所
の
お
友
達
を
見
つ

け
ま
し
ょ
う
。

▼
対
象
者
＝
生
後
1
カ
月
〜
6
カ
月

　

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者
で
、
全
3

　

回
と
も
参
加
で
き
る
方

▼
日
時
・
内
容
＝
1
ク
ー
ル
３
回
コ

　

ー
ス
で
、
年
4
ク
ー
ル
の
開
催
を

　

予
定
し
て
い
ま
す
。
1
ク
ー
ル
目

　

の
日
程
は
、上
記
表
の
通
り
で
す
。

※
ク
ー
ル
…
連
続
す
る
物
事
の
一
区

切
り
の
単
位
。

▼
会
場
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
期
間
＝
5
月
８
日
㈪
〜
26
日
㈮　

　
（
土
、
日
を
除
く
午
前
8
時
30
分
〜

　

午
後
５
時
15
分
）

▼
定
員
＝
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
。

▼
申
し
込
み
方
法
＝
申
込
期
間
内
に

　

健
康
増
進
課
ま
で
お
申
し
込
み
く

　

だ
さ
い
。

問 

谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
５
１
０
６
）

お知らせ

住
宅
に
お
困
り
の
方
へ
家
賃
補
助
が
あ
り
ま
す

　

住
宅
に
困
っ
て
い
る
方
の
居
住
の

安
定
を
確
保
す
る
た
め
、
市
内
の
民

間
賃
貸
住
宅
に
入
居
し
て
い
る
方
に

対
し
、
月
額
家
賃
を
最
大
２
万
円
補

助
し
ま
す
。

▼
応
募
資
格
＝
市
内
の
民
間
賃
貸
住

　

宅
入
居
者
で
市
営
住
宅
の
入
居
基

　

準
な
ど
を
満
た
し
、
家
賃
が
月
額

　

５
万
円
以
内
の
方

▼
募
集
期
限
＝
５
月
25
日
㈭　

午
後

　

５
時

▼
募
集
件
数
＝
５
件

▼
補
助
金
額
＝
月
額
家
賃
の
2
分
の

　

１（
１
０
０
０
円
未
満
切
り
捨
て
）

　

と
し
、月
２
万
円
を
限
度
と
す
る
。

▼
補
助
期
間
＝
最
長
36
カ
月
（
交
付

　

開
始
と
な
っ
た
年
度
を
含
む
3
年

　

度
末
月
ま
で
）

▼
決
定
方
法
＝
募
集
戸
数
を
超
え
た

　

と
き
は
抽
選
と
な
り
ま
す
。

※
募
集
案
内
や
申
請
書
は
、
谷
和
原

庁
舎
都
市
計
画
課
で
配
布
し
ま
す
。

▲▲子育てのコツ小冊子子育てのコツ小冊子

　

て
も
参
加
で
き
ま
す
。
満
１
歳
〜

　

未
就
学
児
が
対
象
。

※
詳
し
く
は
市
民
サ
ポ
ー
ト
課
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
参
加
費

○
給
食
費
…
２
４
７
円（
一
人
あ
た
り
）

○
一
時
保
育
利
用
料
（
７
時
間
分
）

　

３
歳
未
満
…
２
１
０
０
円
／
３
歳

　

以
上
…
１
４
０
０
円

※
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
前
後
30
分
程

度
、
手
続
き
時
間
を
要
し
ま
す
。

↓
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問 谷和原庁舎生活環境課　☎58 ‐ 2111（内線3302）手続き・申請
狂犬病予防集合注射のお知らせ

■手数料（１頭あたり）

○新規登録と予防注射…5,400 円
○予防注射のみ（登録済みの場合）…3,400 円
※手数料の内訳
　・登録手数料＝ 2,000 円
　・注射料＝ 3,000 円
　・注射済票交付手数料＝ 400 円

　　　　　　【留意事項】

●会場によって、混雑が予想されます。スムー
ズな登録ができるよう、釣り銭の出ないようご
協力ください。

●首輪は、抜けることがないよう少しきつめに
着けていただき、犬を十分に制御できる方がお
連れください。

●市から郵送されたはがきは、必要事項を記入
してお持ちください。（問診表の欄は、必ずご
記入ください。）

●都合により集合注射を受けられない場合や犬
の具合が悪いときは、最寄りの動物病院で受け
てください。この場合、料金が異なることがあ
ります。

●犬の住所や飼い主などが変更になった場合
は、変更の手続きが必要です。

●登録した犬が亡くなった場合は、生活環境課
へご連絡ください。電話でも受け付けています。

日程 会場 時間

５月 21 日㈰
谷和原庁舎 午前９時 ～ 10 時 30 分
みらい平駐輪場 午前 10 時 40 分 ～ 午後０時 10 分
伊奈庁舎 午後１時 30 分 ～ ３時

５月 22 日㈪

上長沼集会所 午前９時 ～ ９時 20 分
下長沼公民館 午前９時 30 分 ～ ９時 45 分
前新田公民館 午前９時 55 分 ～ 10 時５分
下小目公民館 午前 10 時 15 分 ～ 10 時 30 分
高齢者センター 午前 10 時 50 分 ～ 11 時 15 分
寺畑ふるさと会館 午前 11 時 25 分 ～ 午後０時 10 時
絹の台さくら公園 午後１時 30 分 ～ ３時

５月 23 日㈫

台営農研修センター 午前９時 ～ ９時 20 分
谷和原公民館　福岡分館 午前９時 30 分 ～ ９時 50 分
南集荷所 午前 10 時 ～ 10 時 15 分
田村営農研修センター 午前 10 時 30 分 ～ 10 時 50 分
日川下公民館 午前 11 時 ～ 11 時 20 分
押砂公民館 午前 11 時 30 分 ～ 11 時 40 分
北袋集落センター 午前 11 時 55 分 ～ 午後０時 10 分
みらいの森公園（駐車場） 午後１時 30 分 ～ ２時 10 分

５月 24 日㈬

下馬木生活改善センター 午前９時 ～ ９時 30 分
内宿公民館 午前９時 40 分 ～ 10 時
筒戸農村集落センター 午前 10 時 10 分 ～ 10 時 30 分
豊体中宿公民館 午前 10 時 45 分 ～ 11 時５分
青古新田公民館 午前 11 時 15 分 ～ 11 時 30 分
担い手支援センター（中平柳）午後１時 ～ １時 20 分
山王新田赤羽倉庫 午後１時 30 分 ～ ２時
伊丹消防器具置場 午後２時 10 分 ～ ２時 30 分
城中消防器具置場 午後２時 40 分 ～ ２時 50 分

５月 25 日㈭

小張上中宿公民館 午前９時 ～ ９時 25 分
農協新町倉庫 午前９時 35 分 ～ ９時 50 分
関場・五反田公民館 午前 10 時 05 分 ～ 10 時 30 分
板橋不動院（駐車場） 午前 10 時 40 分 ～ 11 時 15 分
勘新児童公園 午後１時 ～ １時 40 分
元勘兵衛新田自治会館 午後１時 50 分 ～ ２時 15 分
狸穴自治会館 午後２時 25 分 ～ ２時 40 分
狸穴公民館 午後２時 45 分 ～ ３時

５月 26 日㈮

根柄公民館 午前９時 ～ ９時 15 分
農業集落排水事業三島地

区処理場
午前９時 25 分 ～ 10 時 25 分

JA 茨城みなみ農協伊奈中央
支店（いきいきセンター）

午前 10 時 35 分 ～ 11 時 15 分

ふれあい公園 午前 11 時 25 分 ～ 11 時 50 分
野堀消防器具置場 午後１時 15 分 ～ １時 35 分
平和台住宅 午後１時 45 分 ～ ２時
きらくやま大駐車場 午後２時５分 ～ ２時 40 分

生後 91 日以上の犬は、登録と毎年の狂犬病注射が義務付けら
れています。狂犬病予防集合注射は、どの会場でも受けること
ができます。また、昨年度と会場が一部変更となっていますの
で、よくご確認の上、ご来場ください。登録が済んでいる方に

は、はがきでお知らせします。未登録犬の新規登録もでき
ます。他市町村からの転入手続きはできません。転入手続
きについては、生活環境課窓口で行ってください。ご不明
な点がありましたら、生活環境課へお問い合わせください。

■平成 29 年度狂犬病予防集合注射日程

手続き・お知らせ
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市
職
員
人
事
異
動
（
４
月
１
日
付
）

　

平
成
29
年
４
月
１
日
付
人
事
異
動
は
、
内
部
昇
格
な
ど

も
含
め
、
全
職
員
の
約
31
％
に
あ
た
る
１
０
７
人
と
な
っ

て
い
ま
す
。
職
員
数
は
５
人
増
の
３
４
７
人
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
人
事
異
動
は
、
部
長
級
へ
の
昇
任
昇
格
者
は
１
人
、

課
長
へ
の
昇
格
者
は
２
人
と
な
り
ま
し
た
。

※
（　

）
は
、
旧
所
属
お
よ
び
前
職
で
す
。

市
長
公
室

●
政
策
秘
書
課
長
＝
菊き

く
ち地

龍た
つ
お夫

（
税

務
課
長
）
○
政
策
秘
書
課
長
補
佐
＝

総
務
部

◆
総
務
部
長
＝
斉さ
い
と
う藤
一は
じ
め（
保
健
福
祉

部
長
）
◆
総
務
部
参
事
兼
総
務
課
長

＝
中な
か
じ
ま島
強つ
よ
し（
総
務
部
参
事
兼
財
政
課

長
）
◆
総
務
部
参
事
兼
財
政
課
長
＝

張は
り
が
い谷
昌ま
さ
ひ
こ彦
（
保
健
福
祉
部
参
事
兼
す

こ
や
か
福
祉
館
課
長
）
●
税
務
課
長

＝
木き

か
わ川

眞ま
こ
と（

教
育
委
員
会
生
涯
学
習

課
長
）
●
収
納
課
長
＝
染そ

め
や谷

武た
け
し（

市

民
サ
ポ
ー
ト
課
長
）
●
安
心
安
全
課

長
＝
中な
か
む
ら村
滋し
げ
な
り成
（
農
業
委
員
会
事
務

局
長
）
○
総
務
課
長
補
佐
＝
片か
た
く
ら倉

義よ
し
の
り徳
（
上
下
水
道
課
長
補
佐
）
○
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
派
遣
）
＝
浅あ
さ
か
わ川

昭し
ょ
う
い
ち
一
（
社
会
福
祉
課
長
補
佐
）
○
安

心
安
全
課
危
機
管
理
監
【
任
期
付
】

＝
鴻こ

う
の
す巣

正ま
さ
お雄

（
４
月
3
日
付
新
採
・

元
つ
く
ば
み
ら
い
消
防
署
長
）
○
市

社
会
福
祉
協
議
会
（
派
遣
）
＝
吉よ

し
だ田

節せ
つ
こ子
（
伊
奈
第
３
保
育
所
長
）

市
民
経
済
部

●
市
民
サ
ポ
ー
ト
課
長
＝
豊と
よ
し
ま嶋

千ち

え

こ
恵
子
（
政
策
秘
書
課
長
）
●
生
活

環
境
課
長
＝
須す

か

お

加
尾
博ひ
ろ
し司
（
安
心
安

全
課
長
）
○
産
業
経
済
課
長
補
佐
＝

飯い
い
ず
み泉

健た
け
し（

こ
ど
も
福
祉
課
長
補
佐
）

保
健
福
祉
部

◆
保
健
福
祉
部
長
＝
吉よ
し
だ田

弘ひ
ろ
ゆ
き之

（
総
務

部
参
事
兼
総
務
課
長
）
○
社
会
福
祉

課
長
補
佐
＝
成な

る
し
ま嶋

均ひ
と
し（

国
保
年
金
課

長
補
佐
）
○
こ
ど
も
福
祉
課
長
補
佐

＝
小こ

ば
や
し林

弘ひ
ろ
ゆ
き幸

（
学
校
教
育
課
長
補
佐
）

都
市
建
設
部

○
都
市
計
画
課
長
補
佐
＝
野の
ぐ
ち口
永え
い
じ治

（
安
心
安
全
課
主
査
）
○
建
設
課
長

補
佐
＝
飯い

い
ず
み泉

博ひ
ろ
ゆ
き行

（
み
ら
い
ま
ち
づ

く
り
課
福
岡
地
区
整
備
推
進
室
主

査
）
○
上
下
水
道
課
長
補
佐
＝
飯い

い
だ田

良よ
し
あ
き明
（
同
主
査
）

会
計
課

●
会
計
課
副
参
事
＝
星ほ
し
か
わ川
真ま

ち

こ
知
子

（
同
課
長
補
佐
）

教
育
委
員
会

●
生
涯
学
習
課
長
＝
直な
お
い井
和か
ず
み美
（
収

納
課
長
）
○
学
校
教
育
課
長
補
佐
＝

鈴す
ず
き木
富と
み
お夫
（
政
策
秘
書
課
長
補
佐
）

○
谷
和
原
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

＝
間ま

ね
や
ま

根
山
知と
も
み己

【
再
任
用
】
○
総
合

運
動
公
園
施
設
長
＝
中な
か
い
ず
み泉

次つ
ぎ
お男【

再

任
用
】
○
間
宮
林
蔵
記
念
館
長
＝

木き
む
ら村

明あ
き
お夫

【
再
任
用
】
○
す
み
れ
幼

退
職
者
（
３
月
31
日
付
）

◎
木き
む
ら村

明あ
き
お夫

（
総
務
部
長
）
◎
中な
か
む
ら村

渉わ
た
る（

生
活
環
境
課
長
）
◎
髙た
か
ぎ木

弘ひ
ろ
こ子

（
伊
奈
第
１
保
育
所
長
）
◎
佐さ

く

ま
久
間

和か
ず
こ子

（
伊
奈
第
４
保
育
所
長
）

新
規
採
用
者

※
（　

）
内
が
所
属
先
と
な
り
ま
す
。

▼
松ま

つ
も
と本

明あ
き
こ子

（
政
策
秘
書
課
）
▼

茂も

ぎ木
貴た

か
ひ
ろ宏

（
税
務
課
）
▼
田た

な
か中

裕ひ
ろ
ゆ
き之

（
社
会
福
祉
課
）
▼
大お

お
は
し橋

佳か

な奈
（
介

護
福
祉
課
）
▼
伊い
と
う藤
太た
い
ち一
（
国
保
年

金
課
）
▼
飯い
い
ず
み泉
裕ゆ
う
き貴
（
学
校
教
育
課
）

▼
宮み
や
し
た下
翔し
ょ
う
へ
い
兵
（
生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー

ツ
推
進
室
）
▼
市い
ち
か
わ川
怜れ

み実
（
谷
和
原

第
１
保
育
所
）
▼
東と
う
ご
う郷
佐さ

ほ保
（
谷
和

原
第
２
保
育
所
）
▼
櫻さ

く
ら
い井

里り

な菜
（
わ

か
く
さ
幼
稚
園
）

農
業
委
員
会

●
農
業
委
員
会
事
務
局
長
＝
古ふ

る
や谷

隆た
か
お夫

（
総
務
課
長
補
佐
）

今年度の新規採用職員の皆さん

教
育
長
に
福ふ
く
だ田
敏と
し
お男
氏
が
就
任

　

石い
し
つ
か塚
眞ま
さ
の
り典
教
育
長
の
辞
職
に
伴

い
、
平
成
29
年
４
月
１
日
付
け
で
、

新
た
に
福
田
敏
男
氏
（
62
歳
）
が
教

育
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
任
期

は
、
前
教
育
長
の
残
任
期
間
で
あ
る

平
成
31
年
６
月
27
日
で
す
。

　

福
田
氏
は
、
茨
城
大
学
教
育
学
部

を
卒
業
後
、
昭
和
53
年
４
月
、
当
時

の
猿
島
町
立
猿
島
中
学
校
に
赴
任
。

　

そ
の
後
、
県
内
小
中
学
校
で
の
勤

務
を
経
て
、
平
成
18
年
４
月
に
、
市

教
育
指
導
室
の
初
代
室
長
に
就
任
。

　

そ
の
後
、
市
立
板
橋
小
学
校
長
、

同
小
絹
中
学
校
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し

た
。平
成
27
年
３
月
の
定
年
退
職
後
、

平
成
29
年
３
月
末
ま
で
伊
奈
公
民
館

長
と
し
て
勤
務
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

就
任
ご
あ
い
さ
つ

　

こ
れ
ま
で
の
学
校
教
育
、
社
会
教

育
に
携
わ
っ
た
経
験
を
生
か
し
、
市

の
教
育
大
綱
の
基
本
理
念
に
掲
げ
る

「
一
人
ひ
と
り
の
輝
く
〝
み
ら
い
〞

を
家
庭
・
学
校
・
地
域
で
育
む
豊
か

な
教
育
の
推
進
」
に
向
け
て
、
微
力

で
は
あ
り
ま
す
が
全
力
を
尽
く
し
ま

す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

荒あ
ら
い井
一ひ
と
し志
（
み
ら
い
ま
ち
づ
く
り
課

長
補
佐
）
○
み
ら
い
ま
ち
づ
く
り
課

長
補
佐
＝
大お

お
や
ま山

勝か
つ
ひ
ろ弘

（
建
設
課
長
補

佐
）

福田　敏男氏

○
介
護
福
祉
課
長
補
佐
＝
川か
わ
た田
賢け
ん
じ司

（
産
業
経
済
課
長
補
佐
）
○
国
保
年
金

課
長
補
佐
＝
倉く
ら
も
ち持
尊た
か
し志
（
介
護
福
祉

課
長
補
佐
）
○
伊
奈
第
１
保
育
所
長
＝

幕ま
く

真ま

り

こ
理
子
（
谷
和
原
幼
稚
園
教
頭
）
○

伊
奈
第
２
保
育
所
長
＝
中な

か
む
ら村

真ま

ゆ

み
由
美

（
伊
奈
第
2
保
育
所
主
任
保
育
士
）
○

伊
奈
第
４
保
育
所
長
＝
山や
ま
な
か中
美み

よ

こ
世
子

（
伊
奈
第
２
保
育
所
長
）

稚
園
教
頭
＝
浅あ

さ
み
ず水

千ち

か

こ

香
子
（
す
み
れ

幼
稚
園
教
務
主
任
）
○
谷
和
原
幼
稚

園
教
頭
＝
石い
し
か
わ川
恵え

み

こ

美
子
（
伊
奈
第
１

保
育
所
主
任
保
育
士
）

お知らせ
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■
樹
木
は
早
め
に
お
手
入
れ
を　

　

道
路
に
接
す
る
民
地
な
ど
で
管
理

し
て
い
る
樹
木
や
生
垣
が
、
枝
葉
を

落
と
し
た
り
、
道
路
上
に
伸
び
出
て

い
る
と
、
車
両
や
歩
行
者
の
通
行
の

妨
げ
と
な
り
、
思
わ
ぬ
事
故
を
引
き

起
こ
す
原
因
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

に
起
因
し
て
事
故
が
発
生
し
た
場
合

は
、
当
該
樹
木
の
所
有
者
は
責
任
を

問
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
全
に
道

路
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
、
早
め
の

剪
定
・
伐
採
・
除
草
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
大
雨
に
よ
る
土
砂
流
出
に
も
注
意

　

ま
た
、
大
雨
な
ど
に
よ
り
、
畑

や
荒
地
な
ど
の
民
地
な
ど
か
ら
道

路
に
土
砂
が
流
出
し
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
土
砂
が
道
路
に
流

出
す
る
と
、
側
溝
の
つ
ま
り
や
道

路
幅
員
の
減
少
な
ど
、
通
行
の
支

障
と
な
り
ま
す
の
で
、
土
地
所
有

者
や
土
地
管
理
者
は
適
正
な
管
理

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
作
業
上
の
注
意
事
項

○
電
線
や
電
話
線
が
あ
る
箇
所
の
作

　

業
は
危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、
事

　

前
に
最
寄
り
の
東
京
電
力
や
Ｎ
Ｔ

　

Ｔ
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
通
行
車
両
や
歩
行
者
の
安
全
確
保

　

と
、
樹
木
か
ら
の
転
落
防
止
な
ど

　

十
分
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問 

谷
和
原
庁
舎
建
設
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
５
２
０
５
）

環境・くらし

所
有
地
の
適
正
な
管
理
を
お
願
い
し
ま
す

問 

谷
和
原
庁
舎
生
活
環
境
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
３
３
０
４
）

環境・くらし

ご
み
集
積
所
の
適
正
利
用
・
管
理
の
お
願
い

　
ご
み
集
積
所
に
、
分
別
不
十
分
な
た

め
「
収
集
で
き
な
い
ご
み
」
が
そ
の
ま

ま
放
置
さ
れ
て
い
た
り
、
ご
み
収
集
日

の
前
夜
な
ど
に
ご
み
が
出
さ
れ
、
悪
臭

や
ご
み
の
散
乱
で
困
っ
て
い
る
と
い
う

相
談
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

集
積
所
の
維
持
管
理
（
清
掃
、
修

繕
、
改
良
な
ど
）
は
、
利
用
す
る
皆

さ
ん
で
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
ご
み
集
積
所
が
汚

れ
る
と
、
集
積
所
を
管
理
す
る
方
の

手
間
が
増
え
た
り
、
悪
臭
や
ご
み
の

散
乱
で
、
集
積
所
周
辺
の
ご
家
庭
に

多
大
な
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。
集
積
所
を
利
用
す
る
一
人
ひ

と
り
が
ル
ー
ル
を
守
り
、
集
積
所
を

清
潔
に
保
つ
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■
ご
み
を
集
積
所
（
ご
み
置
き
場
）

に
出
す
と
き
の
注
意
点

・
分
別
を
し
て
出
し
ま
し
ょ
う

・
当
該
ご
み
収
集
日
の
朝
８
時
ま
で

に
出
し
ま
し
ょ
う

・
指
定
袋
で
出
し
ま
し
ょ
う

問 

谷
和
原
庁
舎
都
市
計
画
課　

☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
５
１
０
７
）

環境・くらし

公
園
は
マ
ナ
ー
を
守
り
楽
し
く
利
用
し
よ
う

■
犬
の
散
歩
は
許
可
制
で
す

　

市
内
の
５
公
園
（
み
ら
い
の
森
公

園
・
絹
の
台
桜
公
園
・
福
岡
堰
さ
く

ら
公
園
・
み
ら
い
平
さ
く
ら
公
園
・

み
ら
い
平
ど
ん
ぐ
り
公
園
）
で
は
、

衛
生
面
や
安
全
確
保
を
図
る
た
め
、

犬
の
散
歩
は
許
可
制
と
な
っ
て
い
ま

す
。
利
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
都
市

計
画
課
で
許
可
の
申
請
を
行
い
、「
犬

散
歩
許
可
証
」
の
交
付
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
そ
の
際
は
、
犬
の
登
録
番

号
と
印
鑑
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。
許

可
証
は
年
度
更
新
と
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
犬
の
フ
ン
は
必
ず
持
ち
帰

り
ま
し
ょ
う
。
一
部
マ
ナ
ー
を
守
れ

な
い
方
が
み
ら
れ
ま
す
。
放
置
さ
れ

た
フ
ン
を
み
て
ほ
か
の
公
園
利
用
者

が
ど
う
感
じ
る
か
考
え
て
み
ま
し
ょ

う
。

■
迷
惑
行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う

　

公
園
は
小
さ
な
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
多
く
の
方
が
利
用
す
る
施
設

で
す
。他
の
利
用
者
の
立
場
に
な
り
、

迷
惑
に
な
る
よ
う
な
行
為
や
危
険
な

行
為
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
最
近
公
園
を
利
用
す
る
際

の
路
上
駐
車
が
目
立
ち
ま
す
。
一
部
の

利
用
者
に
よ
る
マ
ナ
ー
違
反
が
、
多
く

の
皆
さ
ん
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま

す
。
路
上
駐
車
は
交
通
安
全
上
危
険
な

だ
け
で
は
な
く
、
近
隣
の
迷
惑
に
も
な

り
ま
す
。
利
用
マ
ナ
ー
と
ル
ー
ル
を
守

り
皆
さ
ん
が
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る

公
園
に
し
ま
し
ょ
う
。

問 

伊
奈
庁
舎
こ
ど
も
福
祉
課 　
☎
58
‐
２
１
１
１
（
内
線
４
２
０
６
）

子育て

子
育
て
支
援
室
で
ふ
れ
あ
い
遊
び

　

市
内
の
子
育
て
支
援
室
は
未
就
学

児
と
そ
の
保
護
者
の
皆
さ
ん
が
集

い
、
楽
し
く
遊
ん
だ
り
、
お
話
を
し

た
り
、
友
達
に
な
っ
た
り
で
き
る
場

所
で
す
。

　

子
育
て
支
援
室
の
一
つ
、
認
定
こ

ど
も
園
ル
ン
ビ
二
ー
学
園
内
子
育
て

支
援
室
「
る
ん
る
ん
み
ら
い
」
で
２

月
16
日
、
ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
ア
ッ
プ
テ
ン
ポ
な
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
合
わ
せ
て
、
歌
い
な
が

ら
踊
っ
た
り
、
頭
に
動
物
の
お
面
を

つ
け
て
借
り
物
競
争
を
し
た
り
、
大

型
絵
本
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
途
中
、
水
分
補
給
の
時

間
に
は
お
茶
が
配
ら
れ
、
心
も
身
体

も
ホ
ッ
と
一
息
し
な
が
ら
参
加
者
同

士
談
笑
す
る
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

市
内
に
は
た
く
さ
ん
の
子
育
て
支

援
室
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
支

援
室
で
は
毎
月
趣
向
を
凝
ら
し
た
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、
毎
月
、

▷
さ
ま
ざ
ま
な
遊
び
を
取
り
入
れ
る

工
夫
に
、
子
ど
も
た
ち
も
夢
中

【
連
絡
先
】

○
東
京
電
力
茨
城
カ
ス
タ
マ
ー
セ
ン
タ
ー　

☎
０
１
２
０
‐
９
９
５
‐
３
３
２

○
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本　

☎
１
１
３
（
局

　

番
な
し
）

※
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東

日
本
以
外
の
固
定
電
話
か
ら
の
場
合

　

☎
０
１
２
０
‐
４
４
４
‐
１
１
３

子育て支援室のイベントは、
左のＱＲコードでチェック！

子
育
て
支
援
室
イ
ベ

ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の

で
、
の
ぞ
い
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
？
支
援
室
ス
タ
ッ

フ
は
心
よ
り
皆
さ
ん

を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
の
で
、
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

市からのお願い・開催します



13 －次号は平成2９年５月25日（木）配布開始－

桜が見頃を迎えた４月６日、福岡堰やきらくやまをはじめ
とした市内各所が、多くの花見客でにぎわいました。絹の
台桜公園では、芝生の上にシートを広げ、家族や友人と花
見を楽しむ姿も。吉

よしだ

田彩
あや

さん（取手市）は夫と０歳の娘と
ともに来訪。「結婚するまで市内に住んでいた。桜公園は
子どもの頃よく遊んだ思い出の公園。娘にもここの桜を見
せてあげたかった」と笑顔を見せてくれました。

原子力災害時における東海村民の広域避難に関する協定
締結式を 3月 29日に行いました。この協定は、東海村
や周辺地域で原子力災害が発生した場合に、取手市・守
谷市・当市で東海村からの避難者を受け入れるなど、広
域避難を円滑に実施するため協定を締結したものです。
今後は、この協定に基づき、３市１村合同での避難訓練
を計画するなど、協力体制の構築を進めていきます。

東海村民の広域避難に関する協定を締結
子力災害への協力体制を構築原

市内各所で花見を楽しむ姿
内の桜が満開に市

春の全国交通安全運動に合わせ、運転者に安全運転啓発
を行うため、4月 12 日に伊奈庁舎入口交差点から県立
伊奈高校までの区間で、春の交通安全キャンペーンが行
われました。今回は、伊奈高校の生徒たちも参加し、安
全運転を呼びかけました。参加した田

たぶち

渕龍
りゅうま

馬さん（２年）
は「自分も自転車通学をしている。これを機に交通事故
が少しでも減ってくれたら」と話してくれました。

春の交通安全キャンペーンを実施
全運転でお願いします安

市内の小学校で４月７日、入学式が行われ、517 人の新
１年生が真新しいランドセルにたくさんの希望を詰め込
んで、学び舎の門をくぐりました。小張小学校では、14
人の新一年生がこれから始まる学校生活の期待に胸を膨
らませ、少し緊張した表情で入学式に臨みました。担任
の先生から名前が呼ばれ「はい」と元気に返事をする姿に、
保護者席からは温かいまなざしが向けられていました。

市内の小学校で入学式
待に胸を膨らませ期



14－広報つくばみらい５月号（No.133）－

～道路の陥没、段差、路肩の崩れなどを見つけた時は、建設課（☎58‐ 2111内線5203 ～ 5212）までご連絡ください～

くらしの

情 報
「市からのお知らせ」や「募集」「イ
ベント」など、暮らしに関するさま
ざまな情報をお届けします。

農業委員会
  各種申請

５月の各種申請の受け付け期間は次
のとおりです。
▶受付期間：５月 22 日㈪～ 25 日㈭
※定例総会は６月12日㈪の予定です。
問 農業委員会事務局　☎ 58‐ 2111
（内線 6301・6302）

手続き・申請

ゲートボール体験会
参加者を募集しますスポーツ

ゲートボールは競技スポーツや生涯
スポーツとして老若男女問わず、長
く楽しめる競技です。ぜひ、体験し
てみてください。
▶日時：５月 20 日㈯、６月３日㈯　
午前 10 時～ 11 時 30 分
▶場所：きらくやまゲートボール場
▶対象者：市内在住・在勤の方
※性別年齢は問いません。
▶募集期間：４月 27日㈭～５月 10 日㈬
▶主催：市体育協会ゲートボール連合会
問 スポーツ推進室　☎ 58‐2111（内
線 7306・7307）

男女共同参画・女性に関する
　   各種相談窓口相　談

男女共同参画・女性に関する各種相
談の窓口をご案内します。
■女性プラザ　男女共同参画支援室
起業、再就職、地域などのチャレン
ジに関すること
☎ 029 ‐ 233 ‐ 3982　
◎午前９時～午後５時（平日のみ）
■総合相談窓口
男女共同参画に関する苦情、意見
☎ 029 ‐ 233 ‐ 7837　
◎午前９時～午後５時（平日のみ）
■婦人相談所
ＤＶ、ストーカー行為、離婚、家庭
不和などに関すること
☎ 029 ‐ 221 ‐ 4166　
◎午前９時～午後９時（平日）
◎午前９時～午後５時（土・日・祝日）
■女性の人権ホットライン
ＤＶ、職場でのセクハラ、ストーカー
行為などに関すること
☎ 0570 ‐ 070 ‐ 810　
◎午前８時 30 分～午後５時 15 分（平日
のみ）

つくばみらい市女性人材
登録者を募集します募　集

市では、政策・方針決定の場への女性
の参画を促進するため、さまざまな分
野で活躍する女性の情報をご登録いた
だき、活用させていただく取り組みを
はじめます。市政に興味・関心のある
方、自分の経験や得意分野を活かした
い方、自薦・他薦問いませんので、こ
の機会にぜひ、ご登録ください。
▶登録対象者：次の事項のいずれにも
該当する方が対象です。
・市内在住、勤務、もしくは市内の団
体に所属する満 18 歳以上の女性
・各種分野で豊富な知識、資格をお持ち
の方や社会活動で活動実績を有する方
▶登録方法：申請書に必要事項を記入
し、郵送または市民サポート課まで直
接持参してください。なお、他薦の場
合、登録者の了承が必要となります。
また、申請書は、市民サポート課に用
意しているほか、市ホームページから
ダウンロードできます。
▶活用方法：登録していただいた方の
情報は、「女性人材登録名簿」および
「女性人材登録台帳」に記載され、諸
事業の推進に女性の参画を必要とする
際や、市の審議会などの委員を人選す
る際に活用いたします。
問 谷和原庁舎市民サポート課　☎ 58
‐ 2111（内線 3203）

ハーモニーフライトいばらき
2017 研修員を募集します募　集

茨城県では、海外調査研修を通じて、
政策・方針決定の場への参画や、地域
や職場で中心的な役割を担い活動でき
る女性を育成するため、研修員を募集
します。ぜひ、ご応募ください。
▶研修内容：海外研修　平成 29 年９
月頃を予定（６日間程度）
※このほかに、事前・事後研修が４日
間程度あります。
▶応募資格：日本国籍で、県内に５年
以上居住している満 25 歳以上満 63 歳
以下の女性（平成 29 年４月１日現在）
▶人数：県内全体で 15 人程度
▶研修場所：海外研修…欧州方面予定
／事前・事後研修…県庁ほか
▶料金：25 万円程度（海外、事前・
事後研修を含む）
▶申し込み方法：県女性青少年課あて
に応募書類を提出してください。応募
書類は、谷和原庁舎市民サポート課に
用意しているほか、県女性青少年課ホー
ムページからダウンロードできます。
▶申込期限：５月 31 日㈬
▶選考：書類および面接による選考が
あります。
※ 日程・海外研修国などは変更になる可
能性があります。詳しくは、県女性青少
年課のホームページをご確認ください。
問 茨城県女性青少年課　☎ 029-301-
2178 ／ FAX 029-301-2189
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～「医療費」「保険料」「税金」の還付金がありますの電話は、詐欺です！不審に思ったら市消費生活センター（☎25－3288）までご連絡ください～

公園・道路の清掃などの
 ボランティアを募集

市では、市民の皆さんと共に、継続的
に美しいまちづくりを進めていくため、
公共施設の里親制度を導入しています。
公園や道路などの公共施設の里親とな
り、清掃などの活動をしていただける
市民の方を随時募集しています。
▶公共施設里親制度とは：公共施設（公
園、道路など）を「子ども」に見立て、
市民の皆さんに「里親」になっていただ
き、定期的に清掃や除草などのボラン
ティア活動を行っていただくものです。
▶里親の活動内容：空き缶、空きびん、
ペットボトル、紙くず、たばこの吸
殻などの回収、除草や低樹木などの
刈込みなど。また、情報提供ほか環
境美化に関する活動。
▶市の支援内容：活動に必要なごみ
袋の支給、ボランティア保険への加
入、統一帽子の支給
▶里親になるには：市内に居住、通勤、
通学する小学生以上の個人または団
体で、里親になるための届出を行っ
ていただきます。詳しくは生活環境
課までお問い合わせください。
問 谷和原庁舎生活環境課　☎ 58‐
2111（内線 3302）

募　集

家畜の飼育状況の
報告をお願いします

ペットであっても家畜を飼育してい
る方は、毎年２月１日現在の飼育頭
羽数などを県に報告することになっ
ています（家畜伝染病予防法による）。
▶報告が必要な家畜：牛、水牛、鹿、
めん羊、山羊、馬、豚、いのしし、鶏、
あひる、うずら、きじ、だちょう、
ほろほろ鳥、七面鳥　※犬、猫、うさぎ、
インコなどは対象外。
これらの家畜を１頭（羽）でも飼育し
ていれば、ペットであっても、報告の
必要があります。報告用紙など詳しい
ことは、茨城県県南家畜保健衛生所ま
でお問い合わせください。
問 茨城県県南家畜保健衛生所　〒300
‐ 0051 土浦市真鍋５丁目 17 番 26 号
（土浦合同庁舎内）☎ 029 ‐ 822 ‐
8518

手続き・申請

   ５月 28 日㈰は
クリーン作戦ですくらし・環境

環境美化運動の一環として、ボラン
ティアの市民参加による市内一斉清掃
（クリーン作戦）を実施します。皆さ
んのご参加、ご協力をお願いします。
▶日時：５月 28 日㈰　午前８時頃か
ら２時間程度（小雨決行）
※荒天の場合は６月４日㈰実施
※時間は目安です。各地域の都合に
合わせて実施してください。
問 生活環境課　☎ 58‐ 2111（内線
3302）

自動車税の納期限は
   ５月 31 日㈬ですお知らせ

自動車税は、毎年４月１日現在で自
動車を所有している方に課税されま
す（割賦販売契約の場合は使用者）。
平成 29 年度の納期限は５月 31 日㈬
です。５月上旬までに納税通知書が
郵送されますので、必ず納期限まで
に近くのコンビニや金融機関などで
納付してください。なお、パソコン
などから専用サイトを利用してクレ
ジットカードで納税することもでき
ます。また、「Ｐａｙ－ｅａｓｙ（ペ
イジー）」での納付を希望する方は、
県税事務所へお問い合わせください。
▶受付時間：午前８時 30 分～午後５
時 15 分（土・日・祝日を除く）
問 茨城県土浦県税事務所　収税第一
課　☎ 029 ‐ 822 ‐ 7205
※電話が混み合い、つながりにくい
ことがあります。

認知症サポーター養成講座
           受講者募集

認知症とはどのような病気なのか。家
族が認知症になったときどうすればよ
いのか。自分が認知症になったら周り
にどう接してほしいのか。決して他人
ごとではない認知症という病気を、み
んなで学び、認知症になっても安心し
て暮らせる「つくばみらい市」にして
いきませんか？ 
「認知症サポーター」は、認知症の人
やその家族の「応援者」です。認知症
について正しく理解し、偏見を持たず、
認知症の人や家族に対して温かい目で
見守るのがスタートです。
◎受講者には、「応援者」の目印とし
てオレンジリング（ブレスレット）を
差し上げます。
◎市内では現在 4,000 名を越える認知症
サポーターが、認知症の人や家族に対し
て地域で温かく見守りを行っています。
▶日時：５月 24 日㈬　午前 10 時～
11 時 30 分
▶場所：伊奈庁舎２階会議室１・２
▶対象者：市内在住・在学・在勤の方
※介護専門職などを対象とするもので
はありません。
▶定員：30人（定員になり次第締め切り）
▶費用： 無料
▶内容：認知症の症状・認知症の人と
接する時の心構えなど
▶申込期限：５月 19 日㈮（土・日・
祝を除く）
▶申込先：介護福祉課窓口または電話
でお申し込みください。
問 伊奈庁舎介護福祉課　☎ 58 ‐ 2111
（内線 4305）

学　び

認知症サポーターキャラバン
   マスコットキャラクター ロバ隊長
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手話に興味がある方、聴覚障がい者の
方たちとともに、楽しくふれあいなが
ら手話を学んでみませんか？初めて手
話を学ぶ方のために「伝わる手話表現
とは何か」を分かりやすく丁寧にお教
えします。同時に音楽に合わせて体を
動かしながら手話を表現する手話パ
フォーマンスも体験できます。
▶日時：６月 13 日㈫～平成 30 年３
月 27 日㈫のおおむね火曜日（毎月２
回・全 20 回）　午後１時～３時
▶会場：保健福祉センター
▶講師：菊

き く ち

地倫
ともひこ

彦氏（市内在住、手
話講師歴 22 年）
▶内容：前半は手話ゲーム、後半は
手話パフォーマンスなどを、わかり
やすく丁寧に楽しく指導します。
問 市社会福祉協議会支所　ボランティ
ア市民活動センター　☎ 25-2101

手話＆手話パフォーマンス
　講座受講生を募集

学　び

谷原小学校
  資源回収お知らせ

▶期日：５月 27 日㈯　小雨決行
※荒天時は翌日 28 日日に実施。態度
決定は午前６時 30 分　
▶回収方法：当日の朝、地区委員が
回収します。家の前に朝７時までに
出してください。
▶回収物：ビール瓶（大・中・リター
ナブル）とケース、古新聞（チラシ
混入可）、雑誌（大きさを揃え、縛っ
てください）、段ボール、アルミ缶
▶回収できないもの：欠けているビ
ン、一升瓶、鉄くず類　
問 谷原小学校　☎ 52‐ 2009

谷井田小学校
　資源回収お知らせ

▶期日：６月 10 日㈯　
▶回収方法：午前８時までに自宅前
や地域のごみ収集所前などわかる場
所に出してください。
▶回収物：アルミ（スチール缶、缶
詰の缶は回収不可）、古紙（新聞、チ
ラシ、古本、牛乳パック、段ボール）、
衣類（毛布、綿入り、布団などは回
収不可）
▶回収できないもの：ビン類　
問 谷井田小学校　☎ 58‐ 1143

シルバー人材センター
  会員募集のお知らせ募　集

あなたの出番を多くの仲間が待って
います。市シルバー人材センターで
は、毎月第３金曜日に入会説明会を
行っています。仕事は臨時的、短期
的かつ軽易な仕事が中心です。
▶加入資格：市内在住の 60 歳以上の
方で、定年退職などでリタイアしたが、
引き続き働く意志と能力のある方

　  ◆仕事のご依頼はお気軽に◆

▶依頼例：庭木の手入れ、草取り、草
刈り、網戸・障子張り替え、屋内外軽
作業、清掃作業、家事支援など
▶依頼受付時間：午前８時 30 分～午
後５時　月曜～金曜（祝日を除く）
問 公益社団法人つくばみらい市シル
バー人材センター（保健福祉センター内）　
☎ 25 ‐ 2102 親と子のよい歯の

      コンクールお知らせ

▶対象者：健康な歯をお持ちの親子（満
３歳～６歳のお子さんと母親または父親）
※過去に入賞歴のある方の再応募は
ご遠慮ください。また、喫煙習慣の
ある親は対象外です。
▶応募方法：親子の氏名（ふりがな）、
生年月日、郵便番号、住所、電話番号、
かかりつけ歯科医院または最寄り歯
科医院の電話番号を記入し、ハガキ
かＦＡＸで応募。
▶応募先：茨城県歯科医師会 8020 事
業係（〒 310 ‐ 0911　水戸市見和 2
‐ 292 ‐ 1）FAX029 ‐ 253 ‐ 1075
申し込んだ方には、口腔診査票を送
付しますので、歯科医院で口腔診査
を受けてください（無料）。
▶募集期限：６月 30 日㈮必着
▶入賞者：最優秀、優秀合わせて 10
組以内。
問 茨城県歯科医師会　根

ねも と

本　☎ 029
‐ 252 ‐ 2561

防災行政無線を
メールや電話で安心・防災

防災情報や防災行政無線の放送内容
をメールで受け取ることができます。
また、電話でも確認できます。
▶登録方法
① sg-m.jp ドメインおよび URL 付き
メールの受信を許可する
②下のQRコードにアクセス
③画面表示に従い「メールを送信す
る」を押す
⑤各登録終了後、「登録ありがとうご
ざいました」と表示がでたら登録完了

【電話で確認するときはこちら】
☎ 0297 ‐ 47 ‐ 6377

問 伊奈庁舎安心安全課　☎ 58‐ 2111
（内線 2502）

～「男女ではなく自分らしくを目指す社会へ」（平成 28年度男女共同参画標語　中学生の部優秀賞　大
お お く ぼ

久保咲
さくら

良さんの作品～
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▶期日：６月 11 日㈰～ 10 月１日㈰
の日曜日（全 16 回）
▶会場：県母子寡婦福祉連合会 母子・
父子福祉センター会議室（水戸市八
幡町 11 ‐ 52）
▶対象者：母子家庭の母、父子家庭
の父、寡婦家庭で全日程出席でき、
今後就労を希望する方
▶募集人員：20 人
▶受講料：6,000 円（保険料別途有）
▶申込期限：５月 22 日㈪（消印有効）
▶申し込み：用紙は市役所窓口にあ
ります。また、ホームページからダ
ウンロードできます。
▶その他：託児所利用可（２歳以上）。
ひとり親家庭となって７年未満の方
で所得が一定以下の方は交通費の一
部が助成されます。
問 茨城県母子寡婦福祉連合会　母子・
父子福祉センター　☎ 25-2101

ひとり親家庭自立促進講習会
   介護職員初任者研修

学　び

谷和原郵便局では、毎月無料の年金
相談会を実施しています。
▶予約方法：事前に電話で申し込み
▶日時：５月 21 日㈰　午前９時～午
後４時
▶場所：谷和原郵便局
※年金請求書の作成、届出代行などの社
会保険労務士の業務は行っていません。
※郵便局は、ゆうちょ銀行の商品・サー
ビスを取り扱う銀行代理業者です。
問 谷和原郵便局　☎ 52 ‐ 2001

谷和原郵便局
    年金相談相　談

常陽銀行
年金相談

常陽銀行年金相談コーナーでは、常
陽銀行顧問の社会保険労務士が無料
で相談に応じ、年金請求手続きの代
行をしてくれます。
▶予約方法：事前に電話で申し込み
◎予約電話　☎ 58 ‐ 5552
▶ 日 時： ５ 月 ８ 日 ㈪、6 月 16 日 ㈮　
午前 10 時～午後３時
▶場所：常陽銀行伊奈支店
問 常陽銀行年金センター　☎ 029 ‐
300 ‐ 2844

相　談

税理士による
無料税務相談

関東信越税理士会土浦支部では、税
に関する無料相談を行います。
▶予約方法：事前に電話で申し込み
▶日時：６月６日㈫・15 日㈭・20 日
㈫　※１人 40 分程度
▶場所：関東信越税理士会土浦支部

（土浦市中央１ ‐ 11 ‐ 19）　※相談
予約受付時間は、月～金曜日、午前
10 時～午後２時（祝日を除く）です。
問 関東信越税理士会土浦支部　☎ 029
‐ 824 ‐ 5055

相　談

市ソフトバレーボール大会
   　  参加者を募集スポーツ

▶日時：６月 11 日㈰　午前９時開会式
▶場所：総合運動公園体育館
▶参加資格：20 歳以上の市内在住・
在勤の方
▶募集チーム数：混合チーム（男２人・
女２人）…16 チーム／レディースチー
ム（女４人）…８チーム
▶参加費：１人 700 円（弁当代込）
▶申し込み方法：申込用紙はスポーツ
推進室または運動公園窓口にあります。
▶申込期限＝５月２６日㈮
問 スポーツ推進室　☎ 58‐2111（内
線 7307）

健　康

自分の睡眠をチェック！
 睡眠測定会参加者募集

自分の睡眠をチェックしてみません
か。睡眠を十分にとっても疲労感が
とれない方や、特に睡眠に問題はな
くても、自分の睡眠状況がどういっ
た構成になっているか気になる方な
どを募集します。筑波大学大藏研究
室が研究の一環として精度の高い測
定機器を使い、皆さんの睡眠状況を
測定します。
▶開催日：5 月 11 日㈭（午前・午後）・　　　　　
23 日㈫（午前）、6 月 1 日㈭（午前）
▶場所：谷和原公民館
▶対象：65 歳以上の方
▶募集人数：各回 40 人
▶参加費：無料
▶申込期限：各回とも開始 1 週間前まで
※応募者多数の場合は抽選
▶主催：筑波大学大藏研究室／協力：
スポーツクラブみらい
▶申込期限：５月２６日㈮
問 筑 波 大 学 大 藏 研 究 室　 担 当： 薛

そる
　

☎ 080-7960-2881（ 平 日 午 前 9 時 ～
午後 5 時）／スポーツクラブみらい
事務局　☎ 58-4566

日曜大工にチャレンジしよう！ちょっ
とした棚やベンチなどを手作りする日
曜大工（ＤＩＹ）をご存知ですか。今
回は、日頃からボランティアで活躍し
ている木楽工房のメンバーを講師に招
き、一緒に玄関の踏み台を作ります。
初めての方でも大丈夫です。男女問わ
ずご参加いただけます。
▶日時：６月５日㈪・６日㈫　午前 9 時
～正午
▶場所：きらくやまふれあいの丘す
こやか福祉館
▶対象：市内在住の方
▶定員：18 人（定員になり次第締め切り）
▶参加費：500 円
問 市社会福祉協議会　☎ 25-2101

簡単にできる！
日曜大工（ＤＩＹ）講座

学　び
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～第10回特別弔慰金の申請を平成30年４月２日㈪まで受付中。申請はお早めに。（伊奈庁舎社会福祉課　☎58‐ 2111）～

　「みらいくん」は、ご自宅から市内の目的地までドア
ツードアで行くことができる大変便利な公共交通です。
たくさんの方のご利用をお待ちしています。
問 伊奈庁舎みらいまちづくり課　☎ 58‐ 2111( 内線 1205）

デマンド乗合タクシー
「みらいくん」をご利用ください

耳の不自由な方のためのサロン
「にじいろ」参加者募集募　集

気軽に楽しくおしゃべりしませんか？
話を文字に書いて（要約筆記）サポー
トします。中途失聴・難聴者、手話の
できるメンバーもいますので、安心し
てご参加ください。今年度は 4回予定
しています。どの回にご参加いただい
ても構いません。ご家族・友人と一緒
でも、お一人での参加でもＯＫです。
▶開催日：５月 25 日㈭、８月 24 日㈭、
11 月 30 日㈭、2月 22 日㈭
▶時間：午前 10 時～ 11 時 30 分
▶場所：市保健福祉センターボラン
ティアルーム
▶参加費：無料
問 つくばみらい要約筆記の会　米

よねざわ

沢
salon.rainbow7@gmail.com

フォークダンス「ハサピコス」
          会員募集趣味・サークル

私たちハサピコスは、とても明るく
心豊かな人たちのサークルです。月
に４回、世界のダンスを楽しんでい
ます。また、近隣のイベントにも数
多く参加し、視野を広げています。
皆さんの入会を心待ちにしています。
▶日時：月４回（第１・第３日曜日
／第２・第４土曜日）　午後１時 30
分～３時 30 分
▶場所：小絹高齢者センターまたは
小絹コミュニティセンター
▶会費：1,000 円／月（入会金無料）　
問 松

まつ だ

田　☎ 52 ‐ 4880（携帯 090 ‐
1050 ‐ 2003）／枝

えだまつ

松　☎ 52‐ 3128

あそびのひろばあそびのひろば

就学前の乳幼児とその保護者および出産前後の
妊産婦の方を対象に「あそびのひろば」を実施
しています。お気軽にお越しください♪

◆毎月各施設で誕生会を行います。誕生月のお
子さんだけでなく誰でも参加できます。
◎誕生月のお子さんには、プレゼントがあります。
◆子育て支援室以外の５施設共通のポイント
カードを発行します。ポイントを集めてプレゼ
ントをゲットしましょう♡
◎月に 1度、身体測定が受けられます。
◎「あそびのひろば」のほかに毎日、園庭開放
も行っています。ぜひ、ご利用ください。

５月 ６月
伊奈第１保育所
　山王新田 1253
　☎ 58 ‐ 2422

15 日㈪
運動あそびをしよう

12 日㈪
運動会ごっこをしよう

伊奈第２保育所
　小張 4705
　☎ 58 ‐ 1025

８日㈪
お庭であそぼう

５日㈪
運動会ごっこをしよう

伊奈第４保育所
　狸穴 1072 ‐ 45
　☎ 58 ‐ 6002

11 日㈭
お庭であそぼう

26 日㈪
６月♪誕生会♪

谷和原第１保育所
　仁左衛門新田 641
　☎ 52 ‐ 2100

15 日㈪
春の散歩に行こう

６日㈫
運動会ごっこをしよう

ふれあい第１保育園
（旧伊奈第３保育所）
　長渡呂新田 715
　☎ 58 ‐ 1597

22 日㈪
５月♪誕生会

13 日㈫
運動会ごっこをしよう

谷和原第２保育所内
　  子育て支援室
　　上小目 600
　☎ 52 ‐ 3966

子育て支援室
「フラワー」

月～金曜：午前９時 30 分～ 11 時 30 分
月・水・金曜：午後２時 30 分～４時
（午後２時 30 分～４時は園庭で遊べます）

出張子育て支援室
「キラキラ」

月～金曜：午前９時 30 分～正午／午後１時～３時 30 分
【出張場所】月：谷和原公民館谷原分館／火・木：伊奈公
民館／水：伊奈第１保育所／金：谷和原公民館福岡分館

◎あそびのひろば　時間：午前 10 時～ 11 時

ひとりで悩まないで迷わずご相談くださ
い。相談は無料です。
・高齢者を狙った詐欺的な投資勧誘（未
公開株、社債、ファンド）
・「プリペイドカードを買ってきて」「番
号を教えろ」は詐欺
▶相談窓口：☎ 029 ‐ 221 ‐ 3195（月
曜～金曜　午前８時 30 分～正午／午後
１時～午後５時）
・借金の悩みひとりで抱えていませんか？
▶相談窓口：☎ 029 ‐ 221 ‐ 3190（月
曜～金曜　午前８時 30 分～正午／午後
１時～午後 4時 30 分）
問 関東財務局水戸財務事務所　理財
課　☎ 029‐221‐3195（投資勧誘）
／☎ 029‐221‐3190（多重債務相談）

財務省関東財務局
水戸財務事務所へ相談を相　談
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～市ホームページに上下水道公共工事に伴う交通規制情報を掲載しています。上下水道課 ☎58 ‒ 2111 (内線5306) ～

図書館休館日（全館共通）　　　　　

おはなし会（本館）
５月 13 日㈯（虹の会）
５月 27 日㈯（図書館）
午後２時～（３歳ぐらいから）

図書館へのお問い合わせ
☎ 58‐ 3710（本館）

ちょちちょちおはなし会（本館）
５月 26 日㈮（図書館）
午前 11 時～（0～ 2歳と保護者）

おはなし会（みらい平）
５月 20 日㈯（図書館）
午前 11時 30 分～（３歳ぐらいから）

開館時間
午前９時～午後６時
※４月から開館時間が午前９時～
午後６時に変更になりました。

５月１日㈪ ８日㈪ 15 日㈪
19 日㈮ 22 日㈪ 29 日㈪

図書館からのお知らせ

おはなし会のポイント
カードをはじめました

図書館では、４月１日～平成 30 年３
月 31 日㈯の期間中、希望者にポイン
トカードを配布しています。おはな
し会・ちょちちょちおはなし会に参
加するごとに、ポイントカードに貼
るシールを１枚差し上げます。
問 図書館（本館）　☎ 58‐ 3710

イベント

【母の日のプリザーブドフラワーアレンジメント】
▶日時：５月 14 日㈰  午前 10 時～正午
▶対象：どなたでも（１人での作業が難
しいお子さんは保護者同伴）／定員 12 人
▶受講料：1,500 円
【ライフプランの知って得するいいはなし】　
第２回「子育て世代の教育資金づくり」
▶日時：５月 20日㈯  午前 10 時～正午
▶対象：18 歳以上の方／定員 12 人
▶受講料：無料
【健康３Ｂ体操】
▶日時：５月 24日㈬  午後１時 30 分～３時
▶対象：20 歳以上の女性／定員 16 人
▶受講料：500 円
【ビューティーケアでキラキラスマイル
～アンチエイジングのためのお手入れ＆メイク～】
▶日時：６月４日㈰   午前 10 時～正午
▶対象：女性（年齢は問いません）
▶受講料：200 円
▶定員：８人
【各講座の申し込み方法】
窓口で所定の申込書に受講料を添え
て申し込んでください。定員になり
次第締め切りとします。
◎５月 21 日㈰にみらい平コミセンス
ポーツフェスを開催します。詳しくは館
内掲示や、ホームページをご覧ください。
問 みらい平コミュニティセンター　
☎ 38 ‐ 7240

みらい平コミュニティセンター
      講座受講生募集

学　び

【お詫びと訂正】
広報つくばみらい４月１日号（№ 132）に
次のとおり誤りがありました。お詫びして
訂正いたします。

●４ページ「高齢者の運転免許自主返納」
に関する記事について
【誤】0297 ‐ 22 ‐ 0111

・

【正】0297 ‐ 22 ‐ 0110
・

● 19 ページ「下水道促進週間コンクール」
に関する記事について
【誤】谷井田小の加藤愛

み う

結さん
【正】谷井田小の加藤愛

み ゆ

結さん

● 20 ページ「マルラニハワイアン広告」中
の文について
【誤】宰者HILOMI は
【正】主

・

宰者 HILOMI は

幼稚園の再整備検討
委員を募集します募　集

公立幼稚園の施設については、園児
の生活の場であるとともに、非常災
害時には地域住民の避難所兼避難場
所としての役割も担っています。市
では、老朽化した市内の幼稚園２園
の再整備計画を策定するため「つく
ばみらい市立わかくさ幼稚園及びす
みれ幼稚園再整備検討委員会」を設
置いたします。この委員会では、関
係機関の代表者の皆さんと共に、広
く意見や提案をいただくため、委員
を公募により募集します。
▶募集人数：２人
▶募集条件：①市内在住の 20 歳以上
の方②平成 29 年度中、５回程度の会
議に継続的に参加できる方
※応募者多数の場合は抽選。
▶仕事の内容：幼稚園の再整備にか
かる必要な事項
▶応募方法：応募用紙を市ホームペー
ジからダウンロードし提出いただく
か、教育委員会学校教育課までご連
絡ください。
▶提出期限：５月 31 日㈬
問 教育委員会学校教育課　☎ 58 ‐
2111（内線 5101）
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会場 実施日

板橋コミュニティセンター 11 日㈭ 18 日㈭ 25 日㈭

谷井田コミュニティセンター 11 日㈭ 18 日㈭ 25 日㈭

みらい平コミュニティセンター ９日㈫ 16 日㈫ 23 日㈫

きらくやますこやか福祉館 12 日㈮ 19 日㈮ 26 日㈮

青木自治会館 ８日㈪ 15 日㈪ 22 日㈪

谷和原公民館　谷原分館 ９日㈫ 16 日㈫ 23 日㈫

谷和原公民館　福岡分館 11 日㈭ 18 日㈭ 25 日㈭

内宿公民館（筒戸） ８日㈪ 22 日㈪
西ノ台倶楽部 10 日㈬ 17 日㈬ 24 日㈬

会場 実施日
伊奈公民館 11 日㈭ 18 日㈭ 25日㈭

○地域体操クラブ
　シルバーリハビリ体操指導士によるいきいきヘルス体操
【実施時間：午前 10 時～ 11 時 30 分】

○すこやか貯筋教室
　65 歳～ 70 歳前半の方を対象とした、筋力アップのための
ややきつめの運動
※ヨガマットなどの敷物を持参してください。
【実施時間：午前 10 時～ 11 時 30 分】

■参加費…無料
■持ち物…タオル、飲み物
※事前申し込みは不要です。
※悪天候時や災害時などは休講になる場合があります。参加
者への個別連絡は原則行いません。
※開催の可否は介護福祉課へお問い合わせください。

問　 伊奈庁舎介護福祉課　☎ 58‐ 2111（内線 4306）

介護予防カレンダー（５月）

保 健 だ よ り

５
月
の
み
ら
い
健
診
の
お
知
ら
せ

「
健
康
に
は
自
信
が
あ
る
。
私
は
大
丈
夫
」
と
し
ば
ら
く
健

診
を
受
け
て
い
な
い
方
、
健
診
を
受
診
し
ま
せ
ん
か
？
健

診
は
健
康
づ
く
り
の
第
一
歩
で
す
。
年
に
一
度
の
健
診
を

受
け
て
自
分
の
健
康
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

実施日 会場 申し込み期間 健診当日受付時間

５月 22 日㈪ 保健福祉センター

５月９日㈫～ 12 日㈮

①午前７時～７時 30 分
②午前８時～８時 30 分
③午前９時～９時 30 分
④午前 10 時～ 10 時 30 分
※①～④から選択してください。
各時間 50 人まで。

５月 27 日㈯ 伊奈公民館※

■５月に実施するみらい健診① ( 予約制・胃がん検診あり）

　

み
ら
い
健
診
①
で
は
、
基
本
健
康

診
査
・
特
定
健
康
診
査
・
後
期
高
齢

者
の
健
康
診
査
の
ほ
か
に
、胃
が
ん
・

肺
が
ん
・
大
腸
が
ん
・
前
立
腺
が
ん

の
各
が
ん
検
診
も
実
施
し
ま
す
。

　

が
ん
検
診
は
、
健
康
保
険
の
種
類

に
関
係
な
く
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

▼
申
し
込
み
方
法
…
申
込
受
付
専
用

　

電
話
ま
た
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
古
川
１
０
１
５
‐
1
）
窓
口
に
、

　

直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
申
込
受
付
専
用
電
話

　

☎
０
２
９
７
‐
25
‐
２
９
８
３

▼
申
込
受
付
時
間
…
午
前
９
時
〜
午

　

後
５
時
（
土
、
日
を
除
く
）

※
右
記
以
外
の
方
法
に
よ
る
受
付
は

に
っ
こ
り　
　

つ
く
ば
み
ら
い

み
ら
い
健
診
①
の
申
し
込
み
方
法

行
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
同
一
世
帯
の

ご
家
族
以
外
の
申
込
受
付
は
で
き
ま

せ
ん
。

※
受
付
開
始
か
ら
30
分
は
電
話
が
集

中
し
、
大
変
か
か
り
に
く
く
な
り
ま

す
。
ま
た
、
申
込
期
間
中
で
あ
っ
て

も
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
あ
ら
か
じ

め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
各
健
診
の
対
象
者
、
負
担
額
な
ど

は「
平
成
29
年
度
健
康
管
理
予
定
表
」

を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

※伊奈公民館は２階で健診を行います。
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保 健 だ よ り

●対象者＝健康増進室利用講習会を受けたことのある方
●定員＝各日22人（肩こり・腰痛体操のみ25人）
●申し込み方法＝窓口または電話でお申し込みください。
申し込みは、本人、家族のみです。（都合により、休講ま
たは変更する場合があります）
※ミニ教室は一人2種類、２回まで。バランスボールはどちらか一方。
＜講習・ミニ教室申込期間＞
５月11日㈭から受け付けます。（土・日・祝日を除く）
午前８時30分～午後５時15分

●対象者＝市内在住・在勤・在学者で15歳以上の方（中
学生を除く）
※障害者手帳をお持ちの方はご持参ください。
※市外在住で当市に在勤・在学の方は、それを証明できる
ものをご持参ください（会社の身分証明書や生徒手帳など）。
●定員＝各日10人（予約制）
●申し込み方法＝電話または窓口でお申し込みくださ
い。申し込みは、本人、家族のみです。

健康増進室のご利用案内
●火～土…午前９時～午後８時30分（月曜日休室）
●日曜日…午前９時30分～午後７時30分
●料　金…１回あたり200円（減額制度あり）
※初めて健康増進室を利用する場合は、事前に「健康増
進室利用講習会 」を受けてください。

【健康増進室６月スケジュール】

申 健康増進課（保健福祉センター内）☎25-2100　

期  日 開始時間 使用料
    健康増進室   
    利用講習会 
（１時間30分程度）

２日㈮ 午後１時
無料  10日㈯ 午後１時

  18日㈰ 午後１時

期  日 開始時間 使用料

ミ　

ニ　

教　

室

肩こり・
腰痛体操

（１時間程度）

  ６日㈫

 午前11時 200円
13日㈫
 20日㈫
 27日㈫

バランスボール・
シェイプアップ
（１時間程度）

７日㈬

 午前11時 200円
14日㈬
21日㈬
28日㈬

チューブ運動
（１時間程度）

 １日㈭  
 午前11時 200円

８日㈭
15日㈭
22日㈭

バランスボール・
リフレッシュ
（１時間程度）

２日㈮

 午前11時 200円
 ９日㈮
16日㈮
 23日㈮

◎ミニ教室の使用料には、健康増進室使用料を含みます。

がん対策室通信がん対策室通信

○子どもの健診・教室など　　　　　　会場：保健福祉センター

※健診などの詳しい内容は、「健康管理予定表」をご覧ください。

※ピヨピヨ組は谷和原公民館が会場です。

事業名 期　日 時　間 対　象
３～４カ月児健診  10日 ㈬ 午後１時～２時 平成29年１月生
１歳６カ月児健診  16日 ㈫ 午後１時～２時 平成27年10月生
２歳児歯科健診  23日 ㈫ 午後１時～２時 平成27年４月生
３歳児健診  17日 ㈬ 午後１時～２時 平成26年３月生
パパママ教室（予約制） 13日 ㈯ 午前９時～正午 妊娠中の夫婦
のびのび教室 18日 ㈭ 午前10時～ 11時30分 平成28年４月生
離乳食教室(前半) 11日 ㈭ 午後１時～２時 ５カ月～８カ月児向け
離乳食教室(後半) （予約制） 午後２時30分～３時30分 ９カ月～ 12カ月児向け

ひよこ広場(ピヨピヨ組)※  19日 ㈮ 午前10時～ 11時30分
１カ月～８カ月児と保護者
および妊娠中の方

ひよこ広場(コッコ組) ９カ月～12カ月児と保護者

保健カレンダー ( ５月）保健カレンダー ( ５月）

がん予防の講演会を開催

市
民
健
康
教
室
を
２
月
25
日
、

き
ぬ
医
師
会
病
院
と
共
催
で

開
催
し
ま
し
た
。
今
回
は
「
が
ん
予

防
〜
が
ん
を
遠
ざ
け
る
生
活
習
慣

〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
き
ぬ
医
師
会
病

院
副
院
長
物も

の
い井

久ひ
さ
し

医
師
に
ご
講
演

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
61
人
が
参
加
。
講
演
会
後

は
講
師
の
先
生

に
た
く
さ
ん
の

質
問
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、

参
加
者
か
ら
は

「
参
考
に
な
っ

た
。
家
族
の
健

康
管
理
に
役
立

て
た
い
」「
検

○相　談
日　　時 会　　場

移　    動
健康相談
（予約不要）

25日㈭
午前９時30分～ 11時 板橋コミュニティセンター

診
が
大
切
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
」
な

ど
の
感
想
が
あ
が
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
今
後
も
、
健
康
を
テ
ー
マ

に
し
た
講
演
会
を
開
催
す
る
予
定
で

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
毎
日
が
ん
は
つ
く
ら
れ
る

　
「
２
人
に
１
人
は
が
ん
に
な
る
」

と
い
わ
れ
る
現
代
、
が
ん
は
誰
で
も

な
り
う
る
病
気
に
な
っ
て
き
ま
し

た
。
人
は
誰
で
も
、
毎
日
２
０
０
０

〜
３
０
０
０
個
の
が
ん
細
胞
が
身
体

の
中
で
発
生
し
て
い
ま
す
。
本
来
、

人
の
体
に
は
傷
つ
い
た
遺
伝
子
を
修

復
す
る
働
き
が
あ
る
の
で
す
が
、
何

ら
か
の
原
因
で
、
傷
つ
い
た
遺
伝
子

を
修
復
し
き
れ
な
く
な
り
、
遺
伝
子

が
傷
つ
い
た
ま
ま
の
細
胞
が
増
殖
す

る
こ
と
で
が
ん
を
発
症
し
ま
す
。

■
が
ん
の
予
防
（
一
次
予
防
）

　

が
ん
の
発
生
は
、喫
煙
や
食
生
活
、

飲
酒
、
運
動
、
体
重
な
ど
の
生
活
習

慣
と
深
い
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
が
わ

か
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、「
絶
対

に
が
ん
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
予
防

法
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
が
ん
の
予
防
（
二
次
予
防
）

　

健
康
習
慣
を
心
が
け
る
と
と
も
に

重
要
な
こ
と
は
、
防
ぐ
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
が
ん
を
早
期
に
発
見
し
、

治
る
期
間
に
が
ん
を
見
つ
け
、
早
期

治
療
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
で
す
。

が
ん
に
か
か
ら
な
い
よ
う
生
活
習
慣

を
見
直
す
と
と
も
に
、
1
年
に
1
度

は
必
ず
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
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こども福祉相談

■ 日　　時 弁護士：５月２日㈫、９日㈫、16 日㈫
司法書士：５月 23 日㈫

■ 時　　間 午後１時～４時
■ 場　　所 すこやか福祉館（２日、16日）

保健福祉センター（９日、23日）
■ 予　　約 （社）つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）

☎ 57-0123　当日の正午までに要予約

■ 日　　時 ５月 17 日㈬ 　午後１～４時
■ 場　　所 保健福祉センター
■ 予　　約 （社）つくばみらい市社会福祉協議会（すこやか福祉館内）

☎ 57-0123　前日の午後５時までに要予約

■ 日　　時 ５月 18 日㈭ 　午後１時 30 分～３時 30 分
■ 場　　所 保健福祉センター　子育て相談室
■ 問い合わせ 行政相談委員　今

いまがわ

川  和
かずひろ

宏さん　☎ 52-2525
　　　　　　  相

あいじま

島  宏
ひろし

さん　☎ 58-0676　　
■ 備　　考 随時相談を受け付けています。

■ 日　　時 ５月 10 日㈬　午前 10 時～正午
■ 場　　所 板橋コミュニティセンター
■ 相 談 員 荻

お ぎ の め

野目 美
み え こ

枝子さん、秋
あきた

田 政
まさ お

夫さん
■ 問い合わせ 社会福祉課　☎ 58-2111（内線 4104）
■ 備　　考 随時相談を受け付けています。

■ 日　　時 毎週月～金曜日 ※祝日は除く  午前９時～午後５時 
■ 相談方法 電話または面接
■ 場　　所 伊奈庁舎１階  こども福祉課
■ 問い合わせ こども福祉課　☎ 58-2111（内線 4206・4207）

※予約可能な方は、事前に連絡願います。

■ 日　　時 毎週月～金曜日  ※祝日は除く   午前９時～午後４時 
■ 場　　所 教育支援センター

日　程 会　場
毎週火曜日  小絹コミュニティセンター

毎週木曜日 ※祝日は除く  板橋コミュニティセンター
毎週金曜日 ※祝日は除く  みらい平コミュニティセンター

＜移動教育相談＞
■ 日程・場所

■ 時　　間 午後１時～４時
■ 問い合わせ 適応支援教室なのはな　☎ 57-0983

法律相談（弁護士・司法書士）

心配ごと相談

行政相談

人権相談

教育相談

消費生活相談

結婚相談

■ 日　　時 ５月 21 日㈰　午後１～３時
■ 場　　所 谷和原庁舎１階  相談室
■ 相 談 員 荒

あらい

井  満
み つ え

枝さん、金
こんの

野  美
み ゆ き

幸さん 
■ 問い合わせ 市民サポート課　☎ 58-2111（内線 3202）

■ 日　　時 毎週月～金曜日 ※祝日は除く 
午前９時～正午、午後１時～４時 30 分

■ 場　　所 消費生活センター ( 谷和原庁舎１階）
■ 問い合わせ 消費生活センター　☎ 25-3288（センター直通）

FAX 57-2288

～日頃困っていること、悩んでいることなど法律に関する相談～

～日頃困っていること、悩んでいることなど福祉全般の相談～

～行政の業務に対する意見・要望など～

～日常生活でのトラブルやもめごとなど人権に関する相談～

～消費者契約に関するトラブルなどの相談～

～お相手探し、イベント情報など結婚に関する相談～

～ 18歳未満の子どもの養育、虐待、DV、ひとり親家庭などに関する相談～

～子どもの心身の健康や不登校など教育に関する相談～

問 谷和原庁舎上下水道課　☎ 58‐ 2111（内線 5309）＜市内の給水設置工事事業者一覧＞
工事業者名 所在地 電話番号 工事業者名 所在地 電話番号 工事業者名 所在地 電話番号

㈱赤塚土木興業 長渡呂252 58 - 6213 常総土木工業㈱ 福岡1383-1 52 -5357 原 信 田 建 設 ㈱ 板橋1873 58-0018

伊 奈 工 業 ㈱ 城中359 58 - 6168 ㈱ 新 み ら い 絹の台2-2-3 34 -1088 常 陸 管 工 上長沼617 52-5579

い な ほ 工 業 ㈱ 上島848 58 - 0382 ㈱ 誠 勝 筒戸1987-11 20 -5470 ㈲ 福 新 設 備 工 業 台198 52-5011

大 久保水道工業 谷井田1403-3 58 - 8177 塚本建設工業㈱ 東楢戸980-1 52 -3681 ㈱ 武 平 福原188 57-0600

オ ービー建設㈱ 谷井田750-1 47 - 7000 ㈱ 寺 田 興 業 南927-2 52 -5809 ㈲ 文 倉 建 設 鬼長1231-2 52-5622

㈲片見設備工業 福岡1425-1 52 - 5804 常 磐 興 業 ㈱ 筒戸3178 52 -2203 ㈲ 丸 斉 建 設 真木106 52-2627

㈲ 川 口 商 事 鬼長526-1 52 - 3286 ㈱ 豊 島 産 業 川崎213-3 52 -3335 ㈱ 山 田 組 城中952 58-2351

久 下 設 備 城中55 58 - 0418 ㈱ 直 井 造 園 土 木 日川571 52 -2600 谷 原 建 設 ㈱ 下長沼118-1 52-2298

㈲坂本設備工業 豊体612 - ２ 58 - 0070 成 島 建 設 ㈱ 板橋3101 58 -1131 ㈱ユーエス設備工業 伊奈東33-229 44-6237

常栄エンジニアリング㈱ 田村450 52 - 7633 浜 野 商 事 ㈱ 伊丹161 58 -2416

　　＊市外の事業者については、別途お問い合わせいただくか、市ホームページを

　　　ご覧ください。
   つくばみらい市　給水装置工事事業者

　水道工事（新設・改造・修繕など）は、市の指定を受けた「給水装置工事事業者」でなければ、行うことができません。工事の際は、指定
を受けた業者に依頼し、上下水道課に届出をしてください。

水道工事

で検索！

各 種 無 料 相 談
５月の



23 －次号は平成2９年５月25日（木）配布開始－

納税等カレンダー

税務関係 納税証明書、所得証明書、評価証明書、
軽自動車車検用納税証明書などの発行

納税等関係
市税および各種使用料の納付
※ただし各種使用料については、納付書をご持
参の場合に限ります。

住民関係 戸籍謄本・抄本、住民票の写し、身分証明書、
印鑑登録および印鑑登録証明書などの発行

■ 業務内容

※住民票の異動（転入・転出など）およびパスポートの申請等
 の手続きはできません。
※第２・第４日曜日の開庁時間のみパスポートの受け取りが
 可能です。

軽自動車税 全期分 住宅使用料 ５月分

保育料 ５月分
地　　　代 ５月分

上下水道料金※ ３月使用分

児童クラブ ５月分

納期限は、５月 31日㈬です。
※取手地方広域下水道組合分を含む。

（認定こども園・小規模保育を除く）

         谷和原庁舎　　７日・２１日
          伊奈庁舎　　１４日・２８日
     開庁時間：午前８時３０分～正午まで

日曜開庁日のお知らせ

■ 問い合わせ　　市民窓口課　☎ 58 ‐ 2111
伊奈庁舎（内線 3401 ～ 3406）／谷和原庁舎（内線 3450 ～ 3452）

休日（昼） 受付時間 病院名 所在地 連絡先

水曜日 午前 8時～ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111　　午後６時

水曜日 午前８時 30分～ JA とりで
総合医療センター 取手市 0297-74-5551以外 　　午後６時

火災 ３月分
建物 0件（3件）

車両 0件（3件）

その他 0件（1件）

計 0件（4件）

   （　）は平成 29 年の累計

市
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救急 ３月分
交通事故    9 件    （35 件）

急病    94 件    （337 件）

その他 20 件   （78 件）

計 123 件   （450 件）
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業者名 指定地区 

㈱シイナクリーン
☎ 0297-48-2336

旧谷和原村全域
小張・豊・谷井田・三島（戸茂・
戸崎・ 根柄を除く）・板橋（高岡）・
東（東栗山・城中）

関   東   商   事   ㈱
☎029-836-3007

板橋（高岡を除く）・東（足高）・
三島（戸茂・戸崎・根柄）

地区 収集日 申込日
小張・豊、
小絹、絹の台 ５月 10 日㈬ ５月１日㈪～２日㈫

板橋、紫峰ヶ丘・
富士見ヶ丘 ５月 17 日㈬ ５月８日㈪～ 10 日㈬

三島・東、
谷原、陽光台 ５月 24 日㈬ ５月 15 日㈪～ 17 日㈬

谷井田、
福岡・十和 ６月７日㈬ ５月 29 日㈪～ 31 日㈬

※申し込み専用　☎ 52-3152　午前９時～午後５時まで

休日救急当番

小児科救急当番病院

粗大ゴミ収集・申込日

くみとり

市内の火災・救急

日 病院名 所在地 連絡先
３日㈬ 守 谷 慶 友 病 院 守谷市 0297-45-3311
４日㈭ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111
５日㈮ JA とりで総合医療センター 取手市 0297-74-5551
７日㈰ き ぬ 医 師 会 病 院 常総市 0297-23-1771
14 日㈰ 宗 仁 会 病 院 取手市 0297-85-8341
21 日㈰ JA と り で 総 合 医 療 セ ン タ ー 取手市 0297-74-5551
28 日㈰ 取 手 医 師 会 病 院 取手市 0297-78-6111

夜間 受付時間 病院名 所在地 連絡先

水曜日 午後６時～ 総合守谷第一病院 守谷市 0297-45-5111　　翌朝８時

水曜日 午後６時～ JAとりで
総合医療センター 取手市 0297-74-5551以外   午後 11 時※

※ JAとりで総合医療センターは、４月から小児救急体制が変更になりました。

　
深夜 23 時～翌朝８時 30 分までは救急搬送される患者さんに限定されます。

５月
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市民参加型企画

■応募方法
「みらいをつくるば」ポーズで撮影した写真に、住所、
氏名、連絡先、写っている人やグループの名前（ふりが
な）を記入（メールの場合は本文に記載）して、郵送ま
たはメール（３MB以内）で送付してください。自分の
未来に「フォーカス」したコメント（将来の夢や今年の
目標など）をあわせてお送りいただいてもＯＫです。応
募はみらいまちづくり課および政策秘書課窓口でも受け
付けます。（応募は市内在住・在勤・在学者に限ります。
写真は返却できません）

▶ＱＲコードで簡単に応募ができます

■募集開始日
５月１日㈪～　（広報つくばみらい６月号から掲載予定）
※応募が多数の場合は、次の号以降に順次掲載予定です。

■応募先
〈郵送での応募〉
〒 300 ‐ 2395　つくばみらい市福田 195　つくばみら
い市役所みらいまちづくり課「みらいをつくるば」係
〈メールでの応募〉
s01-hisyo@city.tsukubamirai.lg.jp

市では、今回決定したタグラインとロゴマーク（本
紙２・３ページ参照）を市民の皆さんに親しみを持っ
てもらい、広めてもらうため「みらいをつくるば」
ポーズの写真を大募集します！大切な家族や友だち
と撮った笑顔あふれる写真を、お待ちしています！

■応募にあたっての注意事項
⑴応募者は、応募事業の紹介や記録のために市が応募写真を利用をすること
を認めることとします。
⑵応募写真は、掲載・不掲載に関わらず返却しません。また、作品の提出に
かかる費用は応募者の負担とします。
⑶応募写真について第三者から法令に基づく意匠権、商標権、著作権などの
権利侵害の損害賠償などが提起された場合、市は一切の責任を負いません。
⑷掲載にあたって、市が不適切であると判断した写真は掲載しません。

■個人情報および法的取り扱いについて
⑴個人情報については、掲載に関わる事項、写真の募集の目的以外で使用す
ることはありません。
⑵法的取り扱いについては、応募された段階で、応募者および写真に写って
いる人物などの同意を得られたものとします。
⑶未成年者の応募については、必ず保護者の同意を得た上で、応募をお願い
します。

「みらいをつくるば」ポーズの
写真を募集します！

■問い合わせ
伊奈庁舎みらいまちづくり課　☎ 58 ‐ 2111（内線 1205）／伊奈庁舎政策秘書課  広報係　☎ 58 ‐ 2111（内線 1104）


